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内航おしゃべり広場⑰ 
現場の声募集中！ 匿名可 
世の中に「内航の声」を届けよう 
電話・ショートメール：090・6482・6503 
Ｅメール：rashinban7@gmail.com 

 

 

 

る
と
時
間
が
解
決
す
る
の
を
期
待
し
、

ま
た
望
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。 

全
日
本
海
員
組
合
？
「
全
日
本
」
の

名
に
恥
じ
な
い
行
動
を
こ
れ
か
ら
ど

う
す
る
の
か
、
凝
視
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。 

 
 
 
 

（
50
代
、
機
関
士
） 

 

や
っ
ぱ
り
か 

組
合
執
行
部
の
「
船
員
の
味
方
」
は

大
義
名
分
だ
け
で
、
自
分
の
生
活
が
第

一
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
元
々
期
待
し
て

い
な
か
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
か
。 

今
ま
で
は
た
だ
組
合
費
を
取
ら
れ

る
掛
け
捨
て
の
生
命
保
険
と
思
っ
て

い
た
が
、
組
合
の
金
が
悪
用
さ
れ
た
報

道
を
見
て
憎
し
み
に
変
わ
っ
た
。 

組
合
長
に
当
選
し
た
の
を
、
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
当
選
と
勘
違
い
し
た
ん
で

す
か
ね
。
６
億
円
あ
れ
ば
新
造
船
が
１

隻
で
き
る
の
に
な
あ
。 

組
合
員
全
員
に
高
級
腕
時
計
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
れ
ば
許
さ
れ
る

か
も
知
れ
な
い
け
ど
・
・
。 

（
４
９
９
、
機
関
士
） 

「
全
日
本
」
の
名
に
恥
じ
な
い
行

動
を
す
る
か
、
凝
視
し
て
い
く 

全
日
本
海
員
組
合
と
は
？
そ
の
資
金

は
誰
が
出
し
て
い
る
の
か
？ 

私
も
乗
組
員
と
し
て
30
年
間
組
合
費

を
出
し
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
は

給
料
天
引
き
と
い
う
形
な
の
で
実
感
が

な
い
の
が
現
実
で
す
。
と
い
う
か
現
実

問
題
で
す
。 

我
々
の
働
い
て
得
た
給
料
か
ら
出
て

い
る
基
金
を
私
的
に
流
用
し
、
こ
の
事

実
が
世
間
に
出
る
前
に
頭
を
す
げ
替

え
、「
ト
カ
ゲ
の
尻
尾
切
り
」
な
ら
ぬ
、

代
表
者
の
頭
を
替
え
て
、
健
全
な
組
合

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
る
。
ア
〇
バ

ン
マ
ン
作
戦
（
故
や
な
せ
先
生
に
も
謝

罪
が
必
要
で
あ
る
）
で
我
々
を
誤
魔
化

そ
う
と
し
て
い
る
が
、
報
道
以
降
も
各

船
に
、
地
方
支
部
で
あ
ろ
う
が
、
長
と

名
が
付
く
人
の
謝
り
の
訪
船
が
あ
っ
た

と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

知
ら
な
か
っ
た
で
終
わ
ら
せ
る
よ
う

な
無
様
な
結
論
は
当
然
な
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
今
の
組
合
の
態
度
を
見
て
い 

海
員
組
合
っ
て
何
な
の
か
？
を

話
題
に
す
る
キ
ッ
カ
ケ
に 

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
時
、
は
じ
め
は
、

「
相
当
や
ば
い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
わ
り
に
は
６
億
円
使
い
込

み
の
ニ
ュ
ー
ス
自
体
知
ら
な
い
人
も

多
い
で
す
。
結
局
、
私
ら
の
組
合
費
で

す
。 海

員
組
合
っ
て
何
な
の
か
？
を
話

題
に
す
る
キ
ッ
カ
ケ
を
も
ら
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

 

（
50
代
、
甲
板
長) 

ま
っ
た
く
の
無
関
心 

そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
あ
っ
た
の
で
す

か
？
？
乗
船
中
だ
っ
た
け
ど
、
何
も
話

題
に
な
っ
て
な
か
っ
た
。 

そ
も
そ
も
当
社
は
組
合
に
入
っ
て

い
な
い
の
で
組
合
は
関
係
な
い
と
み

ん
な
思
っ
て
い
る
。
若
い
人
も
年
輩
者

も
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
い
て
、
中
に
は
組

合
船
の
会
社
に
行
く
人
も
い
る
け
ど
、

そ
れ
は
そ
れ
で
入
っ
た
後
の
話
。
組
合

船
が
良
い
と
か
、
期
待
し
て
い
る
と
か

は
あ
ま
り
聞
か
な
い
。 

結
局
、
学
校
の
同
級
生
と
か
、
い
ろ

ん
な
情
報
か
ら
行
く
先
を
決
め
る
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。 

（
20
代
、
航
海
士
） 

 

 

海
員
組
合 

前
組
合
長
の
６
億
円
着
服 
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（２１ページより続く） 
大泥棒という点で、まさに中西元組合長の予

言が的中したわけだが、権利拡大については、

藤澤組合長時代の２００８年大会に、関東地区

の外航職場委員・全国委員２２名全員が連名で、

「外国人執行部員やＩＳＳの任務と権限の拡

大・組織的拡充を含め、非居住特別組合員がよ

り積極的に本組合の活動に参画できるシステ

ム」、「船内委員会・代議員制度」の検討を要

求する地区提案を提出した。本部もこれを受け

入れ、字句修正のうえ方針化された。 
また、非居住特別組合員の要望として、「月

例賃金増額、食料金改善、レクリエーション設

備・上陸用交通手段などの福利厚生、継続雇用

化」をＩＢＦ交渉で要求するよう提案し、これ

も方針として採択された。かつては、職場委員

が非居住特別組合員の要望を大会で取り上げ

ていたのだ。（機関誌「海員」2009 年1月号） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このような流れの中、一時は外国人組合員２ 
名をプロ執行部に登用し、２０１２年にはフィ 
リピン人国際スタッフ（ＩＳＳ）を１０名に増

員した。しかし、それ以降急激に減少し、今は

わずか３名となった。非居住特別組合員の権利

拡大も行われないまま、今日に至っている。 
外国人船員の権利は、１０数年来の不当人事、

裁判、組合長の統制処分等によりかき消され、

置き去りにされてしまった。むしろ一時期より

後退している感がある。 
彼らの要望を叶え、海員組合を真にコンプラ

イアンスを遵守する近代的、民主的組合にする

ためには、何と言っても、職場の同僚である外

航の職場委員・全国委員の奮闘が欠かせない。 
積年の膿を出し切り、改革に向け声を挙げて

欲しい。                     （2023.8.1） 
※本文章は、羅針盤ホームページに連載中の

ものに、一部加筆したものです。 

 

僕
が
現
役
な
ら
す
ぐ
告
発 

流
用
な
ん
て
生
や
さ
し
い
も
ん
じ
ゃ

な
い
、
横
領
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

僕
も
船
や
め
て
会
社
や
っ
て
い
た

か
ら
分
か
る
け
ど
、
税
務
署
は
１
億
円

以
上
や
ら
れ
た
ら
検
察
庁
に
告
発
す

る
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
長
崎

で
も
佐
賀
で
も
何
処
で
も
一
緒
で
す
。 

な
ぜ
逮
捕
さ
れ
な
い
の
か
？
お
か

し
か
ね
ェ
、
何
か
薬
で
も
か
が
さ
れ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
地
元
で
は
み
な
言

っ
て
ま
す
よ
。 

組
合
が
や
ら
な
い
な
ら
組
合
員
が

や
れ
ば
い
い
。
僕
が
現
役
だ
っ
た
ら
す

ぐ
や
り
ま
す
よ
。
脱
税
で
告
発
し
て
検

察
が
調
べ
た
ら
、
あ
る
こ
と
な
い
こ
と

色
々
出
て
来
る
で
し
ょ
う
。 

６
億
と
か
言
っ
て
る
け
ど
、
蓋
を
開

け
た
ら
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思

い
ま
す
よ
。
似
た
も
の
同
士
で
色
々
や

っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
も
う

そ
う
い
う
レ
ベ
ル
で
し
ょ
う
。 

一
度
つ
ぶ
し
て
別
の
組
合
作
っ
た

方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
み
な

付
い
て
き
ま
す
よ
。
最
低
限
新
し
く
作

り
直
す
必
要
が
あ
る
。 

(

69
歳
、
元
内
航
甲
板
手
、
波
方
Ｏ
Ｂ) 

こ
の
機
会
に
、
組
合
の
運
営
す
べ

て
を
オ
ー
プ
ン
す
べ
き 

元
全
日
本
海
員
組
合
長
の
横
領
を

聞
い
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
と
怒
り
で
し

た
。 正

直
な
と
こ
ろ
給
料
天
引
き
で
組

合
費
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
か
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

け
ど
、
私
腹
を
肥
や
す
為
の
も
の
で

は
な
い
の
は
分
か
り
ま
す
。 

６
億
円
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
詳

し
い
こ
と
は
何
も
報
道
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
は
今
の
組
合
も
隠
蔽
体

質
か
ら
変
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。 

船
員
は
特
殊
な
環
境
で
の
労
働
で

あ
り
な
が
ら
も
毎
日
安
全
運
航
に
従

事
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
船
員
に
対
し
て
組
合

の
運
営
す
べ
て
の
こ
と
を
オ
ー
プ
ン

に
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

（
40
代
、
甲
板
部
員
） 
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海員組合 森田前組合長の６億円横領 

問題の本質は何処に 
組合員 竹中正陽（まさはる） 

衝撃のニュース 
６月２０日、共同通信が「海員組合森田前組

合長が６億円を着服、国税局が２億円以上の追

徴課税」と配信した。ＮＨＫテレビのニュース

ウォッチ９を皮切りに、朝日、毎日、日経を始

め各地方紙で報道され全国に知れ渡った。 
前組合長は、２０２１年１１月の定期全国大

会冒頭から欠席し、同日昼に辞任届が出された

と大会場で突如発表された。大会後の機関紙船

員しんぶんで、辞任は健康上の理由とされた。 
しかし昨年来、「国税局が、大会前に六本木

本部に乗り込んで調査し、ことの概要を把握。

追徴金徴収のため組合本部とやりとりを重ね

た結果、前組合長が一定の額を納める形で決着

した」との噂が流れていた。人の口を封じるこ

とはできない、悪事はいつかバレルと言われる

が、昨年から漏れ伝わっていた話は本当だった

のだ。 
今のところ森田前組合長ひとりの問題であ

るかのようだが、そんなことがあるのだろうか。

これほど多額な出費を財政担当の副組合長や

担当中執が知らないはずはない。仮に知らなか

ったとしたら、そのこと自体大きな問題だ。人

づてに伝わってきた話はもっと深刻で、６億円

は氷山の一角に過ぎず、根はもっと深いはずだ。 
 

１．３つの問題点 
（１）役員の隠ぺい体質 
ニュースを見る限り、問題は大きく３つある

ことが分かる。 
一つは、三役中執などの役員が組合員に対し、

全てを隠ぺいし、何も明らかにしてこなかった

こと。当時５５歳で、定年まで５年も残してい 
た前組合長が、組合長職こそ辞したものの、そ 
の後休職したのか、それとも組織内で何かの職

に就いているのか。退職の有無さえ明らかにさ

れず、全ては闇の中にされた。ましてや「健康

上の理由」による辞任とは、白々しい限りだ。 
今からでも遅くない。組合本部は前組合長が

「辞任」した真の理由、また今回報道された内

容について、いつ、何の基金から、幾ら、どの

ようにして着服が行われたのか。国税当局との

やり取りを含め、誰がどのように関わったのか

を、組合員とりわけ非居住特別組合員に対して

包み隠さず明らかにしなければならない。組合

民主主義を持ち出すまでもなく、それが組合員

に対する義務であるはずだ。 
過去十数年にわたる役員間の抗争や卑劣な

人事、数々の裁判闘争等を経て、下部執行部員

や職場委員、全国委員は大人しくなり、役員へ

の批判や突き上げは皆無となった。現場組合員

は沈黙を続け、怒りから諦めの境地に陥ってい

る。こうした風潮が幹部を増長させ、独裁・傲

慢・隠ぺい体質がはびこり、民主・平等・公開・

現場参加型の組合活動からますます遠ざかっ

ている。ここに大きな問題がある。 
 
（２）基金運営の闇 
今一つは、今回の業務上横領ともいえる事件

が、外国人船員（≒非居住特別組合員）のため

の基金から生じたことにある。 
年２００億円を超えると言われる外国人船
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員用の基金は、１９９４年に設立された外国人

船員福利基金に始まる。近年、基金の種類は増

加の一途をたどり、労働組合が関与する基金は

１０種類にのぼる（１０種類のうち日本の海員

組合が関与する基金は９種類）。 
他にＩＭＯやフィリピン政府に納められる

公的性格の基金などが９種類ある（基金の詳細

は後述）。各基金の額も増加しているが、海員

組合が基金を勝手に使用することはできず、原

資を拠出する船主団体国際船員労務協会との

間の管理委員会で使途が決められ、その承認を

得て組合傘下のＪＳＳ（全日本海員福祉センタ

ー）が送金等を行うことになっている（はずだ）。 
そして毎年、会計報告、監査報告が行われて

いることになっている。管理委員会やＪＳＳの

役員も海員組合の役員が兼任している。 
しかし、基金の年間収支や残高などの数字は

一切公表されず、全ては闇の中だ。 
そもそも基金の原資は、船会社が外国人船員

に支払う毎月の給料等のために用意したお金

である。「給料等」と書いたのは、本来給料に

なってしかるべきところ、かなりの額が基金に

回されるシステムがいつの間にか構築されて

しまっているからだ。 
外国人船員の賃金は、原則２年に１度、海員

組合側と船主団体側の労使交渉により協定さ

れる。定員２３名のモデル船舶を想定した一隻

当たりの総支出額（ＴＣＣ＝トータルクルーコ

スト）が決められ、さらにＴＣＣは賃金部分と

基金部分に分かれる。基金部分はＴＣＣの何パ

ーセント以内（年々増加し、現在は１９％にも

のぼる）と決められ、職種毎に船員ひとり当た

りの各基金への拠出額が決定される。 
残りの賃金部分が船長以下各職種に振り分

けられ、各人の基本給や時間外手当額が決まる。 
このようにして決定され、集められた膨大な

基金が、いつ、どこで、何のために使われ、幾

ら残っているのか、一切明らかにされないシス

テムになっている。これが第二の問題だ。当の

非居住特別組合員も、われわれ日本人組合員も、

全く蚊帳の外に置かれている。 
 
（３）無権利状態の外国人船員 
組合の最新発表によれば、日本人組合員約２

万人に対し、非居住特別組合員は約５万９千人。

常時２５００隻にのぼる日本の外航船舶は、２

千人の日本人船員と５万３千人の外航非居住

特別組合員の手で運航されている。水産関係の

非居住特別組合員５８００人を加え、今や日本

人の生活は約６万人の外国人船員により支え

られていると言って過言ではない。 
これを組合費で見れば、組合費収入約４１億

円のうち、非居住特別組合員の組合費は２７億

円強で、２／３を占める。外国人船員がいなけ

れば、百数十人にのぼる組合役職員の給料も、

本部会館の改修費もまかなえない。海員組合自

体が外国人船員により支えられているのだ。 
そして、日本人の組合費は一人平均月５７０

０円（外航７０００円、国内６１００円、水産

４２００円）に対し、非居住特別組合員の大多

数を占めるＩＴＦ関係協約適用者の組合費は

月４０米ドル＝５６００円だ（1 ドル１４０円

として計算）。 
日本人と同等の組合費を納めているにもか

かわらず、非居住特別組合員に与えられた権利

は「担当組合機関に対し労働協約について意見

を述べ、または苦情を申し立てること」（非居

住特別組合員規則）に限定され、他は組合の共

済給付を受けたり、組合施設を利用できるだけ

である。 
彼らには、船内委員会を作って要求を出すな

どの船内活動は保障されておらず、賃上げ交渉

に際して組合要求を決定する場に参加して意

見を言うこともできない。役員に立候補する権

利はおろか、代議員制度すらなく、収めた組合

費の会計報告さえない。そのような、ごくあた
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り前の組合活動に参加できるシステムが一切

ない。 
こうした外国人船員の無権利状態が、本来自

分たちのために使われるはずの基金が長年に

わたり着服されていた問題の根源にある。 
 
２．隠ぺい体質を上塗りする海員組合の

「声明」 
（１）「声明」の内容 
報道があった後の６月２８日、組合は「前組

合長に関する報道について」という声明とも似

つかない奇妙な文章をホームページに出した。 
（http://www.jsu.or.jp/） 
それによれば、「当組合に対する国税当局に

よる税務調査においては、不正な資金の使用な

どの事実はなく、当該事象による課税処分も受

けておりません」、「前組合長において合計約

６億円の申告漏れがあり、当組合の関連団体の

基金を私的に流用するなどして、その申告を怠

っていたとのことですが、係る事実関係につき

ましては、前組合長個人に対する課税に関わる

事実や課税処分の内容に関するもの」、「当組

合は国税当局から、前組合長からもそれらの事

実及び事項に関しては、説明を受けておりませ

ん。したがって、前組合長個人の課税に関する

事項については、当組合としてはコメントする

ことが出来ません」とのことだ。 
 
（２）国税局調査は大会前に行われた 
１章で問題点の（１）として「役員の隠ぺい

体質」を挙げたが、この声明に隠ぺい体質が如

実に現れている。 
はからずも「当組合に対する国税当局による

税務調査」が行われたことを自ら吐露している

が、各新聞の報道には「森田組合長は、税務調

査が始まった後の２１年１１月に『健康上の理

由』で辞任した」とはっきり書かれている。 
そして、基金の実質的持ち主が組合（および

実際にお金を拠出する各船会社が加盟する国

際船員労務協会）であることから、国税局が大

会前に組合本部に調査に入ったことは火を見

るよりも明らかだ。 
このように、記事が事実とすれば（組合は各

新聞社に一切抗議していない）、少なくとも大

会以前の１０月頃に国税局が調査に入った時

点で、幹部は基金流用の事実を知ったことにな

る。これは大会以後人づてに流れていた話とピ

ッタリ一致する。したがって、基金流用の事実

を知りながら、それを隠すために前組合長を辞

任という形で放逐し、事の隠ぺいを図ったと疑

わざるを得ない。 
組合役員は我々組合員に対して、大会前にど

のようなことが起きたのか、また税務調査の結

果どのようなことが明らかになり、どのように

収拾されたのか、すべてを明らかにしなければ

ならない。 
前記したように、これは組合民主主義以前の

問題で、組合員に対し、物事の是非を判断する

ために必要な情報（組合役員にしか分からない

情報）を正確に伝えることなしには組合民主主

義が成り立たない。その前提となるものである。 
※森田前組合長は、２０２１年１１月に神戸で

開かれた全国大会に初日から欠席した。前日

の全執行部員が参加する執行部全体会議に

も出ておらず、大会初日の冒頭から本来組合

長が座る席には、田中副組合長ら「組合長代

行」が座っていた。 
そして午後の会議の冒頭、いきなり役員選

挙委員長が「昼に森田組合長から辞任届が出

された。規約により組合長補充選挙を行う」

と発表し、３０分後に立候補が締め切られて

現松浦組合長ひとりが立候補、信任された

（羅針盤３５号）。 
立候補権を有する現場組合員が立候補で

きないこの選挙は、完全な規約違反であるに

もかかわらず、幹部も現場代議員も一切異を

http://www.jsu.or.jp/
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唱えなかった。役員選挙委員長からの発表と

いうのも奇妙な話だが、辞任に関して役員の

発言は一切なく、後に船員しんぶんで「健康

上の理由」と一言記されたのみであった。 
 
（３）基金の実質的持ち主は組合 
「声明」は「当組合の関連団体の基金」とい

うが、白々しい限りだ。 
各新聞記事は、国税局が基金流用の流れを調

査した結果、基金の財布を握っているＪＳＳ

（全日本海員福祉センター）を通じて森田個人

に渡っていたことを突き止めた旨を図解入り

で報道している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（共同通信などの報道より） 
組合が大会で承認を受ける活動報告書によ

れば、国際船員労務協会との間で各基金の管理

委員会を毎年１回？開催し、予算・使途・会計

報告・監査報告が行われている。（最新の２０

２２年発行活動報告書の場合、計８種類の基金

が記載され、うち５つを２月２２日、３つを７

月１４日にまとめて行っている。Ｐ１９） 
このように、基金の実質的持ち主が組合（お

よび船主団体の国際船員労務協会）であること

は明白で、「関連団体の基金」ではなく、「組

合の基金」なのである。 
したがって、記事が事実とすれば、組合は基

金を横領された被害者であり、「コメントでき

ない」どころか、被害金額を組合員（とりわけ

非居住特別組合員に対して）に明らかにして直

ちに告訴しなければならないはずだ。他人事は

許されない。 
 
（４）ＪＳＳについて 
ＪＳＳは、組合と国際船員労務協会が作る基

金管理委員会の指示により出金を行っていた

が、基金の持ち主ではなく、管理委員会から会

計事務を「受託」していたにすぎない。 
それは事業報告書や決算報告書で明らかに

されている。事業報告書には、①外国人船員福

利基金、②ＲＰＰ基金、③ＳＰＦ基金、④ＯＢ

Ｔ基金、⑤Training Levy 基金の５つの基金の

会計業務を「受託している」旨記され、決算報

告書にも基金に関する収支の記載はない。 
つまりＪＳＳは基金管理委員会（又はその役

員）の指示で出金したり、教育・訓練や海事広

報活動を業務として受託しているにすぎない。 
但し、ＪＳＳは組合が作った団体で、森田前

組合長はもちろん、松浦現組合長、田中副組合

長ら歴代役員が会長や理事長を務め、理事や評

議員は組合執行部・職場委員・海友婦人会が占

めている（以上、ＪＳＳホームページ）。 
組合の完全子会社とも言える団体が会計業

務を受託しているにもかかわらず、金銭横領が

６年間にわたり続いていたことは、歴代役員の

責任問題となる。 
ノーコメントの姿勢に対し、やましいから隠

しているのだ、他の役員も一蓮托生ではないか、

等の疑問を持つ組合員もいる。他人行儀で済ま

されるものではない。管理委員会の実態と基金

流用の流れ、ＪＳＳの体制上の問題点が組合員

に明らかにされる必要がある。 
 
（５）被害者は全組合員 
今回直接被害を被ったのは外国人船員＝非

居住特別組合員である。彼らのために使用され

る基金に少なくとも６億円の穴が空いてしま

った。この損害は誰が弁償するのか、賠償請求
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は誰にすればよいのか。「声明」は、自己の組

合員が多大な被害を被ったにもかかわらず、他

人事に終始している。非居住特別組合員を馬鹿

にして、軽く見ているとしか思えない。 
以前森田組合長が中執の時、関西地方支部の

会議の席上で、「フィリピン船員組合のキャプ

テン・オカ議長が逝去し、同族企業だから息子

が後を引き継ぐが、担ぐ神輿が変わっただけで

これまで通りコントロールしていくことに変

わりはない」と蔑む発言をしたとされるが（渡

邉長寿執行部員の裁判記録、励ます会ニュース

５号）、その体質が役員全体に広まっているよ

うだ。 
外国人であるとないとにかかわらず、組合員

が被害を受けた以上、組合は直ちに全容解明し

て組合員に報告し、補償など措置を講じなけれ

ばならないはずだ。 
また、報道によれば、今回流用されたのは「外

国人船員の福利厚生に充てる基金」だが、福利

厚生に関する基金は沢山あり、どの基金かは特

定されていない。 
後述するように、基金の種類と額は外国人船

員の賃金交渉であるＩＢＦ交渉により決めら

れる。海員組合が関与する９種類の基金の一つ

である「新日本人船員・海技者育成基金」は日

本人を対象としている。これは、元々日本人の

ものであった職場を外国人に引き渡した対価

と言えるもので、日本関係船舶に乗船する外国

人船員ひとり一人に拠出義務が課されている。

したがって日本人に関係ないで済まされるも

のではない。 
それ以前の問題として、何よりも、非居住特

別組合員は職場の同僚であり、同じ組合の仲間

でもある。彼らが声を挙げられない状況に置か

れていることは、日本人船員が重々知っている

ことだ。特に外航の組合員、職場委員の皆さん

には、同じ釜の飯を食った仲間として声を挙げ

て欲しい。 

 
３．年２２６億円超の基金総額 
報道によれば、６億円着服のルートは２つあ

る。一つはＪＳＳからの直接出金。今一つは組

合が発注してフィリピンに作った施設の建設

業者からのリベート（バックマネー）だ。 
今回、基金の種類と額、使途等を調べたとこ

ろ、闇の部分が多くて全容解明にはほど遠いが、

その不透明さ、額のあまりの多さに驚愕した。 
 
（１）基金額が決定される仕組み 

（５つの協定とＩＢＦ国際交渉） 
組合発表によれば、現在、海員組合に所属す

る外航の外国人船員（非居住特別組合員５万３

千人）は、下記の５つの協定により乗船してい

る。 
①ＪＳＵ/ＡＭＯＳＵＰ-ＩＭＭＡＪ ＣＢＡ： 
ＡＭＯＳＵＰ（フィリピン船舶職員・部員組

合）の組合員用 
②ＪＳＵ/ＡＰＳＵ-ＩＭＭＡＪ ＣＡ： 
フィリピンのもう一つの労働組合ＡＰＳＵ

（フィリピン船員組合）の組合員用 
③ＪＳＵ/ＮＵＳＩ/ＭＵＩ-ＩＭＭＡＪ ＣＡ： 
インドの船員組合の組合員用 

④ＪＳＵ-ＩＭＭＡＪ ＣＡ： 
上記の組合に所属しないフィリピン人船員、

および他の国籍の船員に適用される協定 
⑤ＩＴＦ-ＪＳＵ/ＡＭＯＳＵＰ ＴＣＣ協約： 
国際船員労務協会に加盟していない会社の

組合員に適用される協定 
＊ＪＳＵ：全日本海員組合 
＊ＩＭＭＡＪ：国際船員労務協会（労務を専門

に行う日本の外航船主団体） 
＊ＩＴＦ：国際運輸労連。ロンドンに本部 
＊ＣＢＡ：Collective Bargaining Agreement 
＊ＣＡ：Collective Agreement 
＊ＴＣＣ：Total Crew Cost 
＊ＩＢＦ：International Bargaining Forum 
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そのため、自国の船員組合に所属している船

員は、日本の海員組合と併せ、２つの組合に加

盟することになる。 
①～④の協定は、２００４年に設立されたＩ

ＢＦ（国際労使交渉フォーラム）と呼ばれる中

央の集団交渉で原則２年に一度アップ率等が

決定されてきた。労働側はＩＴＦ本部・ＪＳ

Ｕ・欧州各国のＩＴＦ加盟船員・港湾組合。 
対する経営側は、日本の船主団体であるＩＭ

ＭＡＪ・欧州の船主団体・韓国の船主団体・台

湾のEver Green社などが作るＪＮＧ（合同交

渉団：Joint Negotiation Group）を構成してい

る。 
その後、中央交渉のアップ率（正確には２３

名のモデル船1隻に払う賃金と基金合計額のア

ップ率）を基に地域ごと、国ごとの交渉が行わ

れ、アップした額の各職種・各基金への振り分

けが調整され協定化される。 
協定は、外国人船員と同乗する日本人船員と

いえども一般には見ることが出来ない。協定の

タリフ（賃金・基金一覧表）が外国人船員に示

されているかも不明である。 
※日本の船会社が運航管理する外航商船には、

５万３千人以外に、わずかだがＩＴＦ（従っ

てＪＳＵ）に加盟しない労働組合に所属する

外国人船員が就労している。脱ＩＴＦを意図

するもので、豪州に比べＩＴＦの査察がゆる

やかな東南アジア航路に就航することを利

用したものと見られている。 
２０１７年に伊豆半島沖で米海軍のイー

ジス艦と衝突し多数の死傷者を出した事故

の相手方コンテナ船ＡＣＳ ＣＲＹＳＴＡＬ

がそれで、乗組員はＩＴＦに加盟しない第３

のフィリピン船員労組に加入している。大日

インベスト（旧大日海運）が所有し日本郵船

が定期用船する船で、彼らの労働条件は上記

に依らない。船主側は日本での査察を恐れて

いると言われる。 

（２）基金の種類と年額（ＪＳＵ/ＡＭＯＳＵ

Ｐ-ＩＭＭＡＪ ＣＢＡ協定の場合） 
５つの協定の大多数を占めるのが、①の協定

が適用されるＡＭＯＳＵＰ所属船員で、非居住

特別組合員の常時７０～７５％を占めるフィ

リピン船員約４万人の殆んどが該当する。 
次に多いのは④と言われ、フィリピンやイン

ド以外の多数の国の船員がこれに含まれる。 
最新の活動報告書によれば、ＩＢＦ協約が適

用される船舶数は２１８６隻で、４４,９６９人

の非居住特別組合員が乗船している。以下、２

１８６隻の船に、最大多数を占める①の協定が

適用されるフィリピン船員が乗船中と仮定し

て、各基金額を計算する。 
前記したように、ＩＢＦ協定の締結の仕方は、

ＴＣＣ（トータルクルーコスト）方式と言われ

る。定員２３名のモデル船舶を想定し、最初に

会社が１隻に支払う総コスト（ＴＣＣ）を決定

する。２０２３年の場合、次ページの表の右下

６７,２３２＄である。 
次にＴＣＣのうち、基金に何％振り分けるか

を決める。基金は合計１９種類あり、Ａ基金と

Ｂ基金に分かれている。Ａ基金が労働組合（Ｊ

ＳＵとＡＭＯＳＵＰ）の関与する基金で計１０

種類。Ｂ基金にはＩＭＯ（国際海事機関）やフ

ィリピン政府に入る社会保険相当分、各社によ

る家族対策費・船内娯楽費など計９種類ある。 
１９種類の基金のうち、Ａ基金に含まれる退

職金基金（Ｐ/Ｆ）を除く１８種類の合計は、現

在ＴＣＣの１９％にのぼる。（６８８２＋５８

６６）÷６７２３２＝０.１８９６。 
最後に、ＴＣＣから基金を除いた額を、船長 

から司厨員までの２３名に振り分けて、職種ご 
との月例賃金と各基金に納める額が決まる。各

職種の賃金額や基金の種類・額は地域交渉によ

るので、国や地域ごとに異なっている。 
基金の割合は、以前は８～９％だったが、近

年種類と額が急増して１９％となった。 
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 賃金・基金一覧表（給料部分とＢ部分は総額のみ記載。給料は最低基準で各社異なる） 

B部分 GLAND
Ｐ/F CASH DFD ９種類 TOTAL

退職金 給料 左の９ ある基
基金 P/Ｆ含む 基金合計 金総額 (A+B)

1 船長 80 6,511 31.5 15 5 10 10 34 295.5 50 63 514 7,025 291 7,316
2 一等航海士 80 4,268 31.5 15 5 10 10 34 219.5 50 44 419 4,687 291 4,978
3 二等航海士 80 2,593 31.5 15 5 10 10 34 152.5 50 29 337 2,930 291 3,221
4 三等航海士 80 2,218 31.5 15 5 10 10 34 140.5 50 26 322 2,540 291 2,831
5 通信長 80 2,483 31.5 15 5 10 10 34 155.5 50 29 340 2,823 291 3,114
6 機関長 80 6,082 31.5 15 5 10 10 34 281.5 50 59 496 6,578 291 6,869
7 一等機関士 80 4,268 31.5 15 5 10 10 34 219.5 50 44 419 4,687 291 4,978
8 二等機関士 80 2,593 31.5 15 5 10 10 34 152.5 50 29 337 2,930 291 3,221
9 三等機関士 80 2,218 31.5 15 5 10 10 34 140.5 50 26 322 2,540 291 2,831

10 電気士 80 2,483 31.5 15 5 10 10 34 155.5 50 29 340 2,823 291 3,114
11 ボースン 50 1,599 31.0 15 5 10 10 34 71.0 50 18 244 1,843 232 2,075
12 操舵手 50 1,464 31.0 15 5 10 10 34 60.0 50 17 232 1,696 226 1,922
13 〃 50 1,464 31.0 15 5 10 10 34 60.0 50 17 232 1,696 226 1,922
14 〃 50 1,464 31.0 15 5 10 10 34 60.0 50 17 232 1,696 226 1,922
15 甲板員 50 1,129 31.0 15 5 10 10 34 56.0 50 13 224 1,353 226 1,579
16 Ｎo1オイラ 50 1,599 31.0 15 5 10 10 34 71.0 50 18 244 1,843 232 2,075
17 操機手 50 1,464 31.0 15 5 10 10 34 60.0 50 17 232 1,696 226 1,922
18 〃 50 1,464 31.0 15 5 10 10 34 60.0 50 17 232 1,696 226 1,922
19 〃 50 1,464 31.0 15 5 10 10 34 60.0 50 17 232 1,696 226 1,922
20 機関員 50 1,129 31.0 15 5 10 10 34 56.0 50 13 224 1,353 226 1,579
21 司厨長 50 1,599 31.0 15 5 10 10 34 71.0 50 18 244 1,843 232 2,075
22 司厨員 50 1,464 31.0 15 5 10 10 34 60.0 50 17 232 1,696 226 1,922
23 〃 50 1,464 31.0 15 5 10 10 34 60.0 50 17 232 1,696 226 1,922

1,450 54,484 718.0 345 115 230 230 782 2,187 1,150 594 6,882 61,366 5,866 67,232ＴＯＴＡＬ

 ＩＢＦ　ＪＳＵ/ＡＭＯＳＵＰ-ＩＭＭＡＪ ＣＢＡ（全日本海員組合/AMOSUPと国際船員労務協会の協定）ＵＳドル

No. 職種

Ａ部分（給料および10種類の基金）

TLF WPF ESF SPF
AMOSUP

MED
SLR
HOM

Crew
Care

Onboard
Training

JSU
WF

A部分
TOTAL

表のＡ部分の基金のうち、Ｐ/Ｆ（退職金基

金）とＡＭＯＳＵＰ ＭＥＤ（AMOSUP が運

営する病院用）を除くＴＬＦ～ＪＳＵ ＷＦま

での８種類が、海員組合が直接関与する基金で

ある。Ｐ/Ｆ（退職金基金）にも関与している

が、ＡＭＯＳＵＰを通じて支給されるなど、複

雑な面があるのでここでは計算から除外する。 

計算を簡略にするため１ＵＳ＄＝１４０円

と仮定する。あくまで表に基づいて計算した額

で、実際にこの額が各基金に入金されたのかは

明らかにされていない。 
 

〇８種類の総額年２２６億３７００万円 
以下の①～⑧の基金にＪＳＵ（全日本海員組

合）が深く関与している。 
①ＴＬＦ（Training Levy Fund：トレーニン 

グ・レヴィ基金）： 
15＄/月/人。1隻合計345＄。年間概算：345
＄×12カ月×2186隻≒12億6700万円。 
船員の教育・訓練用。JSU、AMOSUP、

IMMAJ、PJMCC（日本フィリピン船員配乗

代理店協会）の管理委員会が管理。 
②ＷＰＦ（Widow Provident Fund：寡婦（夫）

遺族年金基金）： 
5＄/月/人。1 隻合計 115＄。同様に計算する

と年間約 4 億 2200 万円。職務上死亡時に遺

族に年金として支給。基金余剰と言われる。 
③ＥＳＦ（Employment Stability Fund：新日

本人船員・海技者育成基金。旧雇用安定基金) 
10＄/月/人。1隻合計230＄。年間約8億4500
万円。日本人向けの海事広報、奨学金、SI
育成、SECOJ・国船協・海員組合・船主協
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会・国交省が行う外航日本人船員（海技者）

確保・育成スキーム等。基金余剰と言われる。 
④ＳＰＦ（Seafarers Promotion Fund：船員助

成基金。旧先進国部員乗船助成金）： 
10＄/月/人。1隻合計230＄。年間約8億4500
万円。船員の教育・訓練プロジェクト用。 

⑤ＳＬＲ ＨＯＭ（Sailor’s Home Fund：乗下

船時の宿泊施設使用料）： 
34＄/月/人。1隻合計782＄。年間約28億7200
万円。実際には会社が支給しており実態不明。 

⑥Ｃrew Ｃare基金（各船会社が実施する外国

人船員への福利厚生・教育用）： 
船長295.5＄/月/人～甲板員＄56/月/人まで職

種毎に一人ひとり額が異なり、1隻合計2718
＄。年間約99億8200万円。各社が個々に実

施することになっており実施の有無は不明。 
⑦Ｏnboard Ｔraining（Onboard Training 

Fund：オンボードトレーニング基金） 
50＄/月/人。1 隻合計 1150＄。年間約 42 億

2300 万円。外国人職員養成のためキャデッ

ト乗船を促進するための基金。キャデットを

乗船させる船は納入不要。 
⑧ＪＳＵ  ＷＦ（JSU Welfare Fund for 

Non-Domiciled JSU Members：外国人船員

福利基金）： 
船長 63＄/月/人～甲板員 13＄/月/人まで職種

毎にひとり一人額が異なる。1隻合計594＄。

年間約21 億8100万円。非居住組合員の訓練

及び福利厚生用。 
その名が示す通り、１９９４年にＪＳＵに

よって作られた最も古い基金で、今回の横領

の主な舞台であった可能性が高い。以前から、

この基金の５％は海員組合が自由に使える

ことになっており（現在の％は不明）、その

分だけでも年間1億円を超える。 
 

上記①～⑧の合計は、年約２２６億３７００

万円となる。 

参考までに、Ａ基金に含まれる他の２つの基

金の年額は以下となる。 
⑨Ｐ／Ｆ（Provident Fund：退職金基金）： 
職員は 80＄/月/人、部員 50＄/月/人。1 隻合

計1450＄。年間約53億2500万円。AMOSUP
に送金され、JSU、AMOSUP、IMMAJ、
PJMCCの管理委員会が管理。５０歳もしく

は船員を廃業する際本人に支払われる。 
⑩ＡＭＯＳＵＰ ＭＥＤ（AMOSUP Medical 

Fund）：AMOSUP病院の運営用基金 
職員は 31.5＄/月/人、部員 31＄/月/人。1 隻

合計 718＄。年間約 26 億 3700 万円。

AMOSUPに送金される。 
 
（３）ＪＳＵ ＷＦ（外国人船員福利基金）

のさらなる増額＝ＣＡ協定による増額 
前記２２６億円という数字は、あくまでＩＢ

Ｆ協定が適用される２１８６隻にフィリピン

のＡＭＯＳＵＰ所属船員が乗船と仮定した数

字である。しかし、実際には日本の船会社が支

配する外航船は常時２５００隻を超え、フィリ

ピン以外の船員も多数乗船している。それを加

味すると基金額はさらに増加する。 

隻数自体の増加に加え、自国の労働組合に所

属しない船員には、自国労働組合関連の基金が

ない分、Ｃrew Ｃare 基金やＪＳＵ ＷＦに上

乗せされる仕組みになっているからである。 

具体的に見ると、自国の労働組合に加入して

いない船員は(１)の④ＪＳＵ-ＩＭＭＡＪ Ｃ

Ａ協定によることになり、この協定にはＡＭＯ

ＳＵＰ ＭＥＤ（AMOSUP 病院用）、ＷＰＦ

（寡婦（夫）遺族年金基金）、ＳＬＲ ＨＯＭ

（乗下船時の宿泊施設使用料）の３基金がない。 

その分が賃金に回されるかというと、そうで

はなく、ＪＳＵ関連のＣrew Ｃare基金とＪＳ

Ｕ ＷＦにそっくり回される。 

その結果、Ｃrew Ｃare基金は月額2817＄→

3755＄（１隻当たり年630万8400円）に増加
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し、ＪＳＵ ＷＦは月額 594＄→1172＄（１隻

当たり年196万8960円）へと倍増する。 
ＣＡ協定が適用される隻数が明らかにされ

ていないため正確な数字は不明だが、この分を

加味すると、前記⑧ＪＳＵ ＷＦ（外国人船員

福利基金）の年間２１億８１００万円という数

字が更に増加し、基金総額も２２６億円を大幅

に超えることになる。 
加えて、ＣＡ協定が適用される船は、外国の

労働組合に未加入のため、（２）⑨の退職金基

金の管理運用が日本国内となり、ＪＳＵと国際

船員労務協会が作る管理委員会（JSU CA RPP
管理委員会）が行うことになっている。この基

金の１隻あたり月額は前記Ｐ/Ｆ（Provident 
Fund：退職金基金）と同額の1450＄（１隻当

たり年間243万6000円）である。 
これを加味すれば総額は更に増加し、年間２

５０億円を優に超えると思われる。しかも、毎

年余剰の基金が蓄積されていると言われてい

るので、とてつもない額が残存しているはずだ。 
余談だが、ＣＡ協定船ではＢ基金の種類も２

つ少ない７種類となり、その分がそっくりその

ままＥＴＮ（娯楽費：Entertainment）に回さ

れ、１隻当たり 583＄→2623＄（月 36万 7 千

円＝年間440万円）に跳ね上がる。この額が本

当に船に配られているとはとうてい思えず、ア

然として開いた口がふさがらない。 
 
（４）ＩＢＦ協定になって深まる管理運用の

不透明さ 
「１．３つの問題点」に記したように海員組

合の組合費収入は年間約４１億円、その２/３の

２７億円が非居住特別組合員に依っている。こ

れについては毎年の組合大会で会計が報告さ

れ、代議員（日本人組合員）に承認されている。 
しかし、基金の額はそれをはるかに超えるに

もかかわらず、収入・支出、用途、残高等は組

合員に知らされず、闇の中に置かれている。 

活動報告書にわずか１ページ、管理委員会を

開き会計報告等をしたと記されているのみだ。

まして非居住特別組合員は知る由もない。 
さらに、使途がダブる基金、余剰で徴収を中

止もしくは減額した基金、実際には徴収されて

いない基金があるという。徴収されない分が賃

金に回されるかと思えばそうでもない。まさに

闇というほかはない。 
ちなみに、今回記したのは日本関係船舶に適

用される協定だが、日本以外でも、それぞれの

国に応じた協定が締結されている。 
欧州の船主団体ＩＭＥＣの協定はインター

ネットでも公表されているが、Ａ基金が２種類、

Ｂ基金が５種類しかない。したがって基金に拠

出される額が減り、その分賃金が高くなってい

る。基金の種類と額が極端に多いのは日本だけ

のようだ。 
なぜこのような仕組みになったのか。 
それを解く鍵は、基金の種類と額の決定が、

ＩＴＦの公正慣行委員会からＩＢＦ交渉に変

更された２００４年以降の国際船員労務協会

側との協議の中に隠されている。それ以降、基

金の種類・額ともに急増し、管理運用の不透明

さも際立つようになったからである。 
以上がこの間自分なりに調べた結果だが、全

容を把握したとはとうてい言えず、誤りもある

かも知れない。間違った点、足りない点があれ

ば、是非教えて頂きたい。 
 

４．フィリピンルート 
報道は「森田氏はフィリピンで、船員向けの

宿泊施設などを建設した際に、現地の業者から

のリベートを自身の海外口座で受け取ってい

た」と記載するのみで、いつ、どの施設に絡ん

で、幾らリベートを貰ったのか書かれていない

ため我々は知りようがない。せめて背景を知ろ

うと、基金設立とフィリピンの施設建設状況を

調べてみた。 
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非居住特別組合員制度が作られたのは１９

８６年の組合大会だった。なんと、日本人船員

の大量首切りに向かう緊急雇用対策参加を決

めたのと同じ大会である。 
翌１９８７年より緊急雇用対策が実施され、

パナマ等の子会社への売船→ＦＯＣ化による

外国人船員への切り替えが一気に進み、追い打

ちを掛けるように日本籍船の混乗（新丸シップ

混乗）が近海船から外航にも広がった。 
こうして非居住特別組合員が急増する中、１

９９３年に組合が主導して船主団体との協議

が行われ、翌９４年に最初の基金である外国人

船員福利基金が創設された。 
同時にこの時期は、本部の中執ら役員数名が

余剰資金（組合費）を勝手にワラント債などに

投資し２０数億円を損失させた時期でもある。

この時は組合自ら発表し、職場委員も参加した

委員会が作られて真相究明が行われた。しかし、

刑事事件にされず、弁償もされなかった。 
 

1986 年：緊急雇用対策合意、非居住特別組合

員制度創設 
1987年：緊急雇用対策開始 
1992 年：組合資金運用で 20 億円以上損失し、

関係役員辞任（財政不祥事） 
1993年：外航新丸シップ混乗の開始 
1994年：外国人船員福利基金創設 
1996年：マニラコンドミニアム購入（研修用） 
2005 年：イロイロ AMOSUP 船員病院へ医療

機器購入支援 
2006 年：マニラにマリナーズホーム竣工(主に

宿泊用179床)。藤澤洋二組合長就任 
2008年：バターン州にMAAP(アジア太平洋海

事大学)JSU-IMAAJ キャンパス新設

(後に森田組合長らが卒業式あいさつ) 
AMOSUP がダバオに病院を建設し、

医療機器購入支援。森田保己氏がマニ

ラ代表部代表に就任 

田中伸一、大内教正氏が副組合長（組

合長代行）就任 
2009 年：セブ島に JSU-PSU セーラーズホー

ム竣工（福利基金から最大 2 億円、

CA トレーニング基金から最大 80 万

ドル拠出）。ダバオのJSU-AMOSUP
ダバオオフィス建設支援 

2010 年：MAAP(アジア太平洋海事大学)の
JSU-IMAAJキャンパスに追加支援 
森田氏外航担当中執に就任 

2011 年：マニラにマリナーズホームアネック

ス竣工（宿泊用309床） 
2012年：マニラにマリタイムミュージアム（展

示館）とスポーツコンプレックス（プ

ール・体育館）竣工。森田氏副組合長

に就任 
2013 年：藤澤組合長が統制処分により解任、

大内組合長就任 
2014年：ミンダナオにAMOSUP-JSUマルチ

パーポス／アクティビティーセンタ

ー開業（チャペル、プールなど）。 
森田氏組合長に就任 

2016 年：マニラにマリナーズホームアネック

ス２竣工（宿泊用364床） 
2018 年：マニラにマリナーズホームアネック

ス３竣工（宿泊用520床＋ミニシア

タールーム80） 
2019年：マリナーズホームアネックス４着工 

（2023年竣工予定） 
2020 年：マニラのマリナーズホームが改修さ

れ船員訓練センターとしてオープン

（運営はIMMAJ、保守管理はJSU） 
2020年：マリナーズホームアネックス５着工 

（2023年竣工予定） 
 
これを見ると２００８年以降、フィリピンで

建築ラッシュが続いていることが分かる。 
この時期は藤澤組合長、田中・大内副組合長
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らが組合内で権力を持ち、解雇を始め数々の不

当人事・降格人事を行い、執行部員の大量退職

に至った時期とピッタリ重なる。それは同時 
に、長期間同じ人間が役員を占め続ける現体制 
の開始でもあった。この点、新聞記事は組合の

不法行為が相次ぎ、敗訴が続いたことにも一部

触れている。 
ただ、フィリピンでの建設自体に問題がある

わけではなく、非居住特別組合員の福利厚生を

考えれば、むしろ遅きに失する。基金の大きさ

に比べ足りないくらいだ。やはり問題は、基金

の使途や出金手続きが密室で行われ、組合員に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．組合への質問状 
報道が出た後、私は一組合員として、質問状 

を６月３０日付けで組合中央執行委員会宛に

送った。返事がないので７月中旬に催促状を送

り、７月末日までの回答を求めた（いずれも配 
達証明）。しかし何の音沙汰もないのでこの場 

秘密にされていることに尽きる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を借りて公表する。 
一組合員の質問にわざわざ答える必要はな

いとの考えかも知れないが、全組合員に対して

は、機関紙や大会等のしかるべき場で、ことの

全容を明らかにするよう希望する。 

マニラ日本大使館での AMOSUP と PJMCC へ

の外務大臣表彰式に同席する森田組合長（右から

２人目。2019.10.3大使館のホームページより） 
 

最近の正副組合長・中央執行委員一覧表 

外航部門 国内部門 水産部門 総務部門 政策/広報
2006 藤澤洋二 大内教正 ー 池田秀男 三尾勝 近藤寿栄造 高橋健二 三宅隆
2007 〃 〃 ー 〃 〃 〃 〃 〃
2008 〃 〃 ー 〃 中澤政光 高橋健二 田中伸一 ―
2009 〃 〃 ー 〃 〃 〃 〃 ―
2010 〃 〃 田中伸一 森田保己 田中利行 〃 松浦満晴 立川博行
2011 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
2012 〃 森田保己 〃 池谷義之 平岡英彦 〃 〃 〃
2013 大内教正 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
2014 森田保己 松浦満晴 〃 〃 〃 〃 勘場賢次 〃
2015 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
2016 〃 〃 〃 〃 〃 〃 鈴木順三 〃
2017 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
2018 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
2019 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
2020 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
2021 松浦満晴 鈴木順三 〃 〃 〃 〃 齋藤洋 〃
2022 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
2023 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

中央執行委員
組合長 副組合長 副組合長

注：毎年秋の定期大会以降の在職記録。2010年大会で役員定員を２名増加させている。 
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「森田前組合長が６億円流用」報道についての質問 

２０２３年６月３０日 
組合員 竹中正陽 

上記ニュースが、さる６月20日のＮＨＫテレビを始め、新聞各紙で大々的に報道された。
報道が事実とすれば、本組合の非居住特別組合員に多大な損害を与えた一大不祥事である。 
外国人船員用の基金は、本組合ら船員組合側と、国際船員労務協会など船主団体側との共

同交渉（ＩＢＦ交渉）で、モデル船一隻当たりの総支払額（ＴＣＣ＝トータルクルーコスト）
が協定され、そのうち一定の額が各基金に振り分けられる。従って、原資は船会社の労務費
であり、教育・研修、港の宿泊施設建設、退職金等、多種にわたる基金は、外国人船員にと
って福利厚生のカナメとなっている。船内で共に労働・生活する日本人船員にとっても無視
できないものである。 
基金は本組合と国際船員労務協会とで作った管理委員会で用途・支出額が決められ、ＪＳ

Ｓ全日本海員福祉センターを通じて支出される。毎年会計報告、監査報告等が行われている
ことが活動報告書にも記載されている。 
従って、本問題は単に森田前組合長個人の責任にとどまらず、他の役員、しいては本組合

全体の問題であり、組織の信頼性を左右する大問題である。 
私は、一組合員としてことの真偽を確かめたく、以下質問するので、すみやかに回答下さ

るようお願いします。また、詳細を日本人組合員、外国人組合員の全員に機関紙等で公表し、
大会等で説明して、組合員の承認を得るようお願いします。 

Ｑ1．報道記事の真否 
前組合長が外国人用の基金等から６億円を流用したという報道内容は事実か？ 
事実とすれば、非居住特別組合員に多大な損害を与え、かつ、本組合の信頼性を著しく傷
つけると思われるが、組合の見解はどうか？ 
また、事実でないとすれば、報道各社に謝罪と訂正を求めるべきと思うが、どうか？ 

Ｑ２．告訴・告発の意思 
記事が事実であれば、背任・横領の類であり、脱税にとどまらず刑事事件に該当する。刑
事事件として告訴もしくは告発すべきと思うが、その意思はあるか？ 

Ｑ３．第三者委員会による調査 
詳細を明らかにするため、本組合と一切関係のない中立公正な税理士、弁護士、学者等で
第三者委員会を設け、詳細な調査を行ってしかるべきと思われるが、その意思はあるか？ 

Ｑ４．統制委員会の開催、森田前組合長の退職の有無と退職金 
記事が事実であれば、非居住特別組合員に多大な損害を与え、かつ、組合の名誉を著しく
傷つけたことで、組合規約第１０７条統制処分の対象となることは明らかである。 
この件に関し、統制委員会は開かれたのか？ また、今後開く意思はあるか？ 

また、森田前組合長は退職したのか？ その際、退職金は支払われたのか？ 
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Ｑ５．国税局の調査 
国税局は前組合長が辞任した２０２１年１１月の定期全国大会以前に、六本木の組合本
部およびＪＳＳ全日本海員福祉センターに調査に入ったと言われているが、調査に入った
月日はいつか？ また、調査の内容、調査に対応した組合関係者は誰か？ 

Ｑ６．追徴課税額と税の納入 
何の税金に、幾ら追徴課税されたのか？ また、税の納入に際し、組合もしくは組合が
関係する団体や基金のお金が使われたのか？ 

Ｑ７．流用した基金の種類と額、業者から受け取ったリベートの額 
近年フィリピンで数多くの船員用施設が建設されている。前組合長は、フィリピンのど
の施設の建設に際し、幾らリベートを受け取ったのか？また、どの基金から幾ら流用した
のか？ 

Ｑ８．基金の管理・運用の実態、金銭の流れ 
活動報告書によれば、国際船員労務協会との間で、各基金の管理委員会が年1回開かれ、
各基金の用途ごとの支出、会計報告、監査報告等が行われているようである。管理委員会
の構成メンバー、各基金の用途、支出する額の決定方法、支出に至る具体的な金銭の流れ
を明らかにされたい。 

Ｑ９．各基金の年間収支、総残高 
各基金の年間収支、総残高は幾らか？ また、組合員に対して各基金の会計報告が行わ
れてしかるべきと思うが、その意思はあるか？ 

Ｑ１０．管理委員会での論議 
今回の「６億円流用」に関し、国際船員労務協会との間の管理委員会で、いつ、どのよ
うな報告と論議が行われ、どのような改善策が講じられたのか？ 
以上、質問致しますので、すみやかに回答下さるようお願い申し上げます。 

６．船主団体の責任 
前記したように、基金は海員組合と船主団

体・国際船員労務協会が作る管理委員会で予

算・実行・監査・会計報告が行われていた（は

ずだ）。したがって、横領自体は組合側に責任

があっても、委員会の一方当事者として船主団

体側の責任はまぬがれない。 
今日各社は、コンプライアンス遵守、従業員

の人権尊重を社是として公表している。 
日本郵船では「船上で必要となるスキルにつ

いて適切なトレーニングを受ける必要～、船上

勤務においては、メンタルヘルスを含めた労働 

 

安全衛生が確保され、結社と団体交渉の自由や

自身の苦情提起に対して救済へのアクセスが

確保される必要がある」として、グループ企業

全体に「船員の人権尊重に向けた取組み」を行

うという。 
商船三井や川崎汽船もそれぞれ「商船三井グ

ループ 人権方針」「川崎汽船グループ人権基

本方針」を制定し、船員の人権が損なわれない

よう取り組むとしている。これらはインターネ

ットで容易に見ることができる。 
そして、非居住特別組合員は、各社の従業員
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でもある。自ら原資を拠出し、自社の従業員の

ために使われるはずであった基金。しかも管理

委員会には自分たちの代表が当事者として参

加している。そのような立場にいながら、史上

まれな横領事件に対し、だんまりを決め込んで

いてよいのだろうか？ 
船主団体側は、仮に横領の事実を知らなかっ

たとしても、事実が明るみになった以上、真相

究明・再発防止・損害の賠償に向けた行動を取

る義務を従業員（外国人船員）に対して負って

いるはずだ。 

早急に、第三者委員会を設置し、各基金の流

用額、流用の手口を調査し、事件を防げなかっ

た機構上の欠陥を洗い出し、再発防止策を講じ

て欲しい。 

そして、当然ながら過去に遡って会計報告・

監査のやり直しを行い、それを従業員・組合員

にはもちろん、世間に対して公表し、透明な運

営に向かって欲しい。それが真の人権尊重・コ

ンプライアンス経営のはずだ。 

 

７．非居住特別組合員の権利 
非居住特別組合員制度が出来たのは、日本人

船員の大量首切りを招いた緊急雇用対策と同

じ１９８６年の組合大会であった。 
緊急雇用対策は、希望退職等による減員・船

の海外売船（パナマ籍等へのＦＯＣ化）がセッ

トになっている。海外売船のためには国の許可

が必要で、当時運輸省は海員組合の了承がなけ

れば売船を認めない措置を取っていた。 
そのため、会社の売船申し入れに対し海員組

合は、新たに乗船して来る外国人船員を組合員

にするよう要求し、組合費を会社が納入するシ

ステムを作ったのである。組合員（日本人）が

急激に減少することを見越した組合運営上秀

でた？措置であった。 
しかし、外国人は日本人組合員と異なり、組

合員としての権利は大幅に制限されて今日に

至っている。 
組合規約には「組合員は、人種、信条、年齢、

性別、組合内外の身分や地位などに関係なく、

すべてこの規約のもとに平等な取扱いを受け

る」（規約１７条）とされている。 
にもかかわらず、非居住特別組合員は、船内

役員や全国委員、職場委員、組合役員等への立

候補権・選挙権がない。船内委員会を含め組合

活動上のシステムそのものがない。 
賃金など労働条件に関して要求を出したり、

討議する場すらない。日本人組合員に認められ

ている組合役員のリコール権、組合の行為に対

して苦情を申し立てる権利は、もちろんない。 
彼らに認められているのは、「担当組合機関

に対し労働協約等について意見を述べ、または

苦情を申し立てること」「組合の共済給付を受

けること」「組合の施設を利用すること」のみ

である。その一方、義務として「組合の方針を

支持すること」がしっかりと明示されている

（非居住特別組合員に関する規則）。 
これについて、元組合長の中西昭士郎さんは、 
「彼らの規約上の位置づけをハッキリさせ

る必要があったから、俺の時に規約を改正して

非居住特別組合員制度を作った。 
最初の組合費は確か 20 ドル位。彼らの声を

反映するためにインスペクターや外国人スタ

ッフ制度、退職金制度も作った。労働条件や権

利を拡大する運動のために、組合費を４０ドル

に上げて、本人が払うようにしたんだ。時代に

遅れないよう、制度もどんどん変えていかなけ

ればいかん。 
今の非居住の問題は何と言っても、組合費に

見合った見返りを彼らに与えること。金を一番

払っている者が何も言えないのが今の状況だ。

彼らにきちんとした権利を与えなければ、この

ままでは組合が大泥棒にされてしまう」と語っ

ている（羅針盤１１号海風気風）。 
（２ページに続く） 
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①
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１
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年
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15
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生
ま
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の
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者
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厳
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「
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け
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と
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戦
争
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記
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後
の
世
代
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の
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な

い
。 理

由
は
、
戦
中
派
の
定
義
を
調
べ
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「
大
正
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ら
昭
和
初
期
ま

で
に
生
ま
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、
青
少
年
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世
界
大
戦
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に
過
ご
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た
年
代
の

人
々
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戦
前
派
、
戦
後
派
に
対
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て

い
う
」
と
あ
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か
ら
だ
。 

時
代
背
景
と
私
の
名
前
、
神
国
日
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信
奉
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た
父
、
父
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の
調
和
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目
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母
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夢
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海
軍
船
員
か
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感
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９
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戦
後
派
で
戦
争
は
「
歴
史
」

と
し
て
自
ら
学
ぶ
こ
と
で
し
か
始
ま

ら
な
い
。
そ
こ
に
世
代
に
よ
る
大
き

な
違
い
が
あ
る
。 

②
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「
定
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で
、
現
場
で
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に
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い
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。
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員
労
働
の
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人
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ち
に
よ
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船
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平
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安
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へ
の

執
念
」
。
「
先
輩
船
員
た
ち
の
個
人
的

な
思
い
出
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し
て
」
航
行
中
、
自
衛

艦
に
遭
遇
し
て
も
敬
礼
を
絶
対
に
オ

ー
ダ
ー
し
な
か
っ
た
船
長
。 

著
者
が
ア
フ
リ
カ
で
の
荷
役
中
に

瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
時
、
人
間
味

あ
ふ
れ
る
対
処
を
と
っ
て
く
れ
た
先

輩
、
中
東
で
の
荷
役
中
現
地
の
作
業

員
に
追
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さ
れ
た
時
、
身
体
を
張

っ
て
間
に
割
っ
て
入
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助
け
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た
甲
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長
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々
。 

こ
う
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記
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著
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に

見
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と
が
で
き
る
。 

③
戦
中
派
の
退
場 

戦
中
派
の
最
後
を
昭
和
５
年
（
１

９
３
０
年
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生
ま
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と
す
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終
戦

時
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15
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あ
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１
９
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審
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Ｃ
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商
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翌
１
９
８
５
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は
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プ
ラ
ザ
合
意
の

円
高
に
よ
り
日
本
人
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よ
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本
船

の
運
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と
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外
航
で
は

緊
急
雇
用
対
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と
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大
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船
員

の
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ま
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こ
の
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、
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は
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と
な
り
、
特
例
で
船
員
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
こ
の

世
代
の
多
く
が
希
望
退
職
募
集
に
応

じ
、
船
を
去
っ
た
。
残
っ
た
若
手
船

員
か
ら
は
高
度
成
長
と
日
本
海
運
の

興
隆
期
を
過
ご
し
た
彼
ら
へ
の
「
怨

嗟
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戦
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船
員

に
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る
、
著
者
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「
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本
的
」

判
断
だ
っ
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と
思
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。 

だ
が
、
喪
っ
た
も
の
も
大
き
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。

島
原
半
島
、
能
登
半
島
や
新
潟
村
上

な
ど
船
員
を
育
む
風
土
か
ら
船
員
志

望
の
若
者
が
ほ
ぼ
絶
え
た
。
こ
の
点

は
ど
う
し
て
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

④
少
年
船
員
た
ち
の
犠
牲 

手
元
に
少
年
船
員
募
集
の
ビ
ラ
が

あ
る
。『
ル
ソ
ン
島
、
米
奴
殲
滅
の
天

王
山
。
船
が
要
る
、
船
員
が
要
る
。

父
兄
と
教
導
者
は
海
上
輸
送
拡
充
の

緊
迫
を
知
れ
。
満
14
歳
以
上
は
直
ち

に
船
上
特
攻
隊
員
た
れ
』（
船
舶
運
営

会
船
員
局
、
昭
20
年
１
月
29
日
発

行
）。 

戦
没
船
員
６
万
の
う
ち
２
万
人
は

20
歳
未
満
の
少
年
船
員
で
あ
る
。
戦

没
の
時
期
は
８
割
以
上
が
昭
和
19

年
か
ら
昭
和
20
年
８
月
ま
で
だ
。
戦

（
雨
宮
洋
司
著
） 

「
船
員
に
こ
だ
わ
る
物
言
い
」
を
読
ん
で
① 

 
 
 
 
 
 
 
 

柿
山 

朗
（
元
外
航
船
員
） 
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争
末
期
に
多
く
の
少
年
船
員
＝
戦
中

派
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。 

⑤
わ
た
し
に
と
っ
て
の
戦
中
派 

１
９
８
０
年
に
始
ま
っ
た
イ
ラ
ン

イ
ラ
ク
戦
争
は
８
年
間
続
い
た
。
84

年
春
、
私
の
乗
る
昭
洋
海
運
・
Ｖ
Ｌ

Ｃ
Ｃ
伊
勢
丸
は
用
船
先
の
丸
善
石
油

か
ら
原
油
積
み
の
た
め
イ
ラ
ン
・
カ

ー
グ
島
へ
向
か
う
よ
う
指
示
を
受
け

た
。
当
時
の
カ
ー
グ
島
は
積
み
荷
桟

橋
で
荷
役
中
の
タ
ン
カ
ー
が
イ
ラ
ク

の
ミ
サ
イ
ル
で
被
弾
す
る
危
険
な
状

態
だ
っ
た
。
だ
が
、
海
員
組
合
は
外

国
船
の
様
子
を
見
な
が
ら
安
全
な
状

態
が
続
い
た
場
合
は
、
カ
ー
グ
島
へ

の
就
航
を
認
め
て
い
た
。 

 

伊
勢
丸
は
カ
ー
グ
島
の
手
前
に
位

置
す
る
ラ
バ
ン
島
の
陰
に
投
錨
し
た
。 

二
航
士
・
船
内
委
員
長
の
私
は
船

内
大
会
を
開
い
た
。
議
論
が
沸
騰
し

整
理
が
つ
か
な
い
中
、
Ｗ
操
機
長
（
ナ

ン
バ
ン
）
が
「
平
和
な
国
か
ら
ひ
と

り
と
し
て
犠
牲
者
を
出
し
て
は
い
け

な
い
。
軍
隊
は
船
員
を
守
ら
な
い
」

と
ひ
と
こ
と
言
っ
た
。
バ
シ
ー
海
峡

で
の
戦
闘
で
肩
か
ら
背
中
に
か
け
て

大
き
な
傷
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
乗

組
員
は
皆
知
っ
て
い
た
。
船
内
大
会

は
カ
ー
グ
就
航
拒
否
を
結
論
と
し
た
。 

私
は
船
内
大
会
が
終
わ
る
と
船
橋

へ
戻
っ
た
。
私
に
代
わ
り
当
直
を
し

て
い
た
Ｉ
船
長
は
「
ス
ト
ッ
プ
ア
ン

ド
ゴ
ー
と
か
ゴ
ー
ア
ン
ド
ス
ト
ッ
プ

と
か
ま
る
で
言
葉
あ
そ
び
や
な
」
と

組
合
方
針
を
批
判
し
、「
ワ
シ
が
責
任

を
取
る
か
ら
、
思
い
切
っ
て
何
で
も

や
れ
」
と
、
私
の
迷
い
を
吹
き
払
う

よ
う
に
励
ま
し
て
く
れ
た
。 

私
は
荷
主
の
丸
善
石
油
、
会
社
と

海
員
組
合
へ
の
決
議
文
の
送
付
を
決

断
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
日
後
、
サ
ウ

ジ
・
ラ
ス
タ
ヌ
ラ
へ
の
積
み
地
変
更

が
決
ま
っ
た
。 

Ｉ
船
長
は
北
朝
鮮
・
新
義
州
か
ら

の
引
き
揚
げ
者
だ
っ
た
。
憲
兵
だ
っ

た
父
親
は
家
族
を
日
本
へ
帰
し
、
敗

戦
の
混
乱
の
中
、
自
ら
は
自
決
し
た

と
聞
い
た
。
私
は
戦
中
派
で
あ
る
Ｗ

操
機
長
と
Ｉ
船
長
を
忘
れ
な
い
。 

三
．
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
生 

①
船
内
で
の
共
生 

 

著
者
は
、
混
乗
船
に
お
け
る
船
内

で
の
優
位
な
ル
ー
ル
と
し
て
、
仕
事

上
は
「
安
全
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
強
制

力
を
伴
う
実
践
」
、
一
方
船
内
生
活

で
は
「
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ

と
を
基
本
に
し
た
合
意
形
成
へ
の
努

力
」
の
２
点
を
あ
げ
る
。 

 

そ
し
て
、
今
必
要
な
こ
と
は
、
人

権
を
尊
重
し
、
軍
事
力
に
封
印
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
日
本
人

船
員
の
平
和
的
な
セ
ン
ス
の
提
示
だ

と
説
く
。 

②
富
山
に
お
け
る
「
共
生
」
の
実
践
例 

 

著
者
は
富
山
商
船
高
専
に
文
系
の

新
学
科
「
国
際
物
流
学
科
」
の
新
設

に
尽
力
す
る
。
こ
の
学
科
の
特
徴
は
、

英
語
は
必
修
と
し
、
ロ
シ
ア
語
、
ハ

ン
グ
ル
と
中
国
語
を
選
択
必
修
と
し

た
こ
と
。
更
に
英
語
圏
に
加
え
環
日

本
海
諸
国
（
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
）

へ
出
掛
け
て
の
異
文
化
体
験
学
習
の

履
修
を
求
め
た
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
目
的
は
、
学
生
た
ち
が
近
隣

ア
ジ
ア
地
域
の
人
々
と
の
共
生
を
肌

で
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
機
会
と
な
る
よ

う
に
し
た
も
の
だ
。
そ
の
う
え
学
生

の
自
立
心
を
養
う
た
め
引
率
教
員
な

し
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。 

商
船
高
専
か
ら
富
山
大
教
育
学
部

へ
転
籍
し
た
著
者
は
付
属
小
学
校
の

校
長
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
で
は
環
日
本
海
域
の
付
属
小
学
校

教
師
間
の
交
流
事
業
が
行
わ
れ
る
。 

関
係
者
に
共
通
し
て
い
た
も
の
と

し
て
リ
ア
リ
ズ
ム
を
根
底
に
、
共
生

社
会
の
理
解
、
国
際
的
感
性
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
の
３
点
を
挙
げ
る
。 

③
海
洋
市
民
育
成
論
の
必
要
性 

「
共
生
」
と
並
ん
で
「
海
洋
市
民
」

と
い
う
言
葉
が
著
書
に
は
頻
繁
に
登

場
す
る
。
海
洋
市
民
と
は
「
国
民
の

心
に
芽
生
え
る
海
・
船
に
親
し
む
基

礎
・
基
本
の
形
成
で
あ
り
、
そ
れ
が

海
と
い
う
国
際
舞
台
を
背
景
に
し
た

日
本
人
の
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
な
が
る
人
」
と
定
義
す
る
。 

そ
こ
に
、
私
は
商
船
学
を
研
究
し

長
年
船
員
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
筆

者
の
強
い
こ
だ
わ
り
を
見
る
。
「
共

生
」
と
「
海
洋
市
民
育
成
」
は
海
に

平
和
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
と

私
も
思
う
。 

四
．
平
和
へ
の
危
機
感 

①
「
再
考
」
に
つ
い
て 

羅
針
盤
「
38
号
」
に
は
、
「
船
員

と
平
和
憲
法
の
関
係
に
つ
い
て
」
と

い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
持
っ
た
文
章

「
再
考
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
文
は
「
風
詠
社
」
発
行
の
著

作
に
は
無
い
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
政
治
状
況
に
つ
い
て
の
著
者
の
強

い
危
機
感
が
感
じ
ら
れ
る
。 
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例
え
ば
、
政
府
が
憲
法
の
改
正
を

避
け
て
第
９
条
の
改
憲
解
釈
で
集
団

的
自
衛
権
行
使
を
可
能
に
し
、
平
和

安
全
法
と
い
う
名
の
新
安
保
法
を
策

定
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
い
よ
い
よ

２
０
１
６
年
度
予
算
で
は
、
商
船
船

員
の
海
上
予
備
自
衛
官
補
任
命
と
フ

ェ
リ
ー
確
保
の
た
め
の
特
殊
会
社
設

立
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
。 

抑
止
力
論
で
互
い
が
疑
心
暗
鬼
に

な
っ
て
軍
事
力
増
大
の
競
争
に
陥
り
、

互
い
の
国
民
感
情
の
憎
悪
を
あ
お
っ

た
末
に
、
双
方
が
防
衛
と
い
う
名
の

軍
事
関
連
予
算
を
増
加
さ
せ
、
福
祉

や
教
育
に
回
す
予
算
を
減
少
さ
せ
て

い
く
こ
と
等
々
。 

こ
れ
か
ら
の
国
民
国
家
は
、
武
力

に
頼
ら
ず
、
共
生
の
概
念
を
念
頭
に

置
き
、
あ
く
ま
で
互
い
に
個
人
を
尊

重
す
る
こ
と
か
ら
湧
き
出
る
人
間
の

英
知
に
よ
っ
て
、
国
際
間
の
争
い
ご

と
に
決
着
を
つ
け
る
長
期
で
忍
耐
強

い
姿
勢
が
一
層
重
要
だ
、
と
説
く
。

②
同
志
国
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン 

本
稿
で
は
共
生
と
い
う
言
葉
が
多

用
さ
れ
て
い
る
。
富
山
で
の
実
践
例

の
よ
う
に
共
生
に
は
他
者
と
の
違
い

を
認
め
合
う
と
い
う
前
提
が
あ
る
。 

一
方
、
同
志
と
い
う
言
葉
は
本
来
、 

人
と
人
の
繋
が
り
で
使
わ
れ
る
言
葉

で
あ
り
今
や
死
語
だ
が
、
更
に
輪
を

か
け
た
同
志
国
と
い
う
単
語
に
は
強

い
違
和
感
が
あ
る
。 

岸
田
政
権
は
、
同
志
国
と
呼
ば
れ

る
国
の
軍
隊
に
対
し
て
防
衛
装
備
品

を
新
た
に
無
償
で
提
供
す
る
と
い
う
。

名
付
け
て
Ｏ
Ｓ
Ａ
（
安
保
強
化
支
援
）
。

こ
れ
ま
で
発
展
途
上
国
の
福
祉
や
民

生
の
安
定
に
協
力
す
る
た
め
に
行
わ

れ
て
き
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）

と
真
逆
の
方
針
へ
の
変
更
で
あ
る
。 

日
本
が
真
っ
先
に
同
志
国
と
名
指

し
た
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
。
１
９
８
０

年
代
半
ば
２
万
数
千
人
を
擁
し
た
外

航
日
本
人
船
員
の
実
乗
船
者
は
、
今

は
千
人
を
割
り
込
む
。
代
替
と
し
て

乗
船
し
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
船
員
だ
。 

ド
ン
ト
・
メ
イ
ク
・
ア
ス
・
チ
ュ

ー
ズ
（
米
・
中
を
選
ば
せ
な
い
で
）

と
訴
え
る
彼
ら
を
一
人
と
し
て
海
の

藻
屑
に
し
て
は
な
ら
な
い
。 

五
．
戦
後
も
絶
え
な
い
「
海
の
藻
屑
」 

①
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
号
事
件 

 

日
本
入
港
前
の
台
湾
沖
で
、
日
本

郵
船
が
所
有
し
共
栄
タ
ン
カ
ー
が
運

航
す
る
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
起
き
た
殺
人
事

件
で
あ
る
。
日
本
人
二
航
士
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
船
員
に
殴
打
さ
れ
、
海
へ

放
り
込
ま
れ
た
。 

こ
の
船
は
パ
ナ
マ
船
籍
で
あ
る
こ

と
か
ら
日
本
の
司
法
権
は
行
使
で
き

ず
、
パ
ナ
マ
当
局
の
出
方
を
待
つ
こ

と
に
な
る
。
二
年
後
、
パ
ナ
マ
裁
判

所
は
無
罪
を
言
い
渡
し
て
容
疑
者
は

母
国
へ
帰
っ
た
。
人
を
殺
め
れ
ば
罰

を
受
け
る
と
い
う
、
当
然
の
こ
と
が

否
定
さ
れ
た
。
便
宜
置
籍
船
化
の
結

果
起
き
た
悲
劇
で
あ
る
。 

 

２
０
０
３
年
７
月
、
国
会
で
刑
法

が
改
正
さ
れ
、
日
本
人
以
外
の
者
も

刑
事
管
轄
権
の
適
用
が
可
能
と
な
っ

た
。
外
国
人
と
の
「
共
生
」
の
難
し

さ
の
例
と
し
て
、
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
戒
め
と
し
て
二
航
士
・
榛
葉
泉

さ
ん
の
名
は
記
憶
さ
れ
て
良
い
。 

②
ぼ
り
ば
あ
丸
沈
没
事
件 

 

１
９
６
９
年
の
１
月
５
日
、
ぼ
り

ば
あ
丸
が
千
葉
県
野
島
崎
沖
で
折
損

し
、
沈
没
し
た
事
故
で
あ
る
。 

 
事
故
か
ら
一
週
間
経
ち
、
行
方
不

明
者
の
生
存
の
可
能
性
が
絶
望
と
な

っ
た
頃
、
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ン
の
岡
田

社
長
は
「
今
回
の
事
故
は
沈
む
筈
の

無
い
船
に
起
こ
っ
た
信
じ
ら
れ
な
い

不
幸
な
出
来
事
だ
っ
た
。
会
社
に
事

故
の
責
任
は
な
い
が
、
今
後
の
家
族

対
策
に
万
全
を
期
す
」
と
述
べ
た
。 

 

遺
族
補
償
に
つ
い
て
会
社
と
組
合

は
密
議
し
、
「
特
別
見
舞
金
」
と
し

て
支
給
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
見
舞

金
と
し
た
理
由
は
、
「
こ
の
海
難
で

は
会
社
に
責
任
は
な
い
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
裁
判
を
始
め

た
６
遺
族
と
20
遺
族
は
別
々
の
道

を
歩
く
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
翌
70
年
に
は
、
ぼ
り
ば
あ

丸
と
同
じ
20
次
計
画
造
船
の
事
故

が
、
海
域
も
ほ
ぼ
同
じ
野
島
崎
の
東

方
海
上
で
相
次
ぐ
。
か
り
ふ
ぉ
る
に

あ
丸
も
そ
の
中
の
一
隻
で
あ
る
。 

手
抜
き
溶
接
、
検
査
機
関
か
ら
の

指
摘
や
勧
告
の
無
視
を
指
摘
し
な
が

ら
も
、
海
難
審
判
の
裁
決
は
、
沈
没

原
因
と
責
任
の
追
求
を
放
棄
し
た
。 

「
魔
の
海
域
」
、
「
謎
の
海
難
」
と

い
わ
れ
た
海
域
は
た
だ
の
「
経
済
優

先
・
人
命
軽
視
」
の
海
だ
っ
た
。 

 

次
号
で
は
著
者
が
追
求
す
る
「
船

員
（
職
業
）
特
殊
性
論
と
そ
の
克
服

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
い
。 

（
続
く
） 
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船
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
へ 

２
０
２
３
年
５
月
31
日 

船
員
の
人
権
を
守
る
会 

船
員
の
人
権
を
守
る
会
は
、
さ
る
３
月
30
日
東
京
で
会
員
24
名
の
出
席
に
よ
り

設
立
総
会
を
開
催
し
、
会
則
、
役
員
、
活
動
計
画
等
を
策
定
し
、
４
月
１
日
か
ら
活
動

を
開
始
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

船
員
や
ご
家
族
ひ
と
り
一
人
の
悩
み
や
苦
し
み
に
寄
り
添
い
、
困
っ
て
い
る
あ
ら

ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
乗
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

第
１
期
役
員 

会
長 

 

：
加
藤
昌
平
（
第
一
中
央
汽
船
元
船
長
、
元
海
難
審
判
所
長
） 

副
会
長 

：
堀
内
靖
裕
（
元
海
員
組
合
東
京
支
部
長
） 

山
口
喜
春
（
焼
津
水
産
高
校
元
教
諭
） 

監
事 

 

：
本
望
隆
司
（
元
全
日
本
船
舶
職
員
協
会
理
事
） 

山
下
昭
治
（
元
Ｉ
Ｔ
Ｆ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
） 

事
務
局
長
：
高
橋
二
朗
（
海
事
補
佐
人
） 

事
務
局
員
：
柿
山
朗(

伊
勢
三
河
湾
水
先
人)

、
竹
中
正
陽(

内
航
機
関
長) 

藤
丸
徹(

元
海
員
組
合
教
宣
部
長) 

顧
問 

 

：
笹
木
弘
（
東
京
海
洋
大
学
名
誉
教
授
）、
赤
塚
宏
一
（
商
船
三
井
元
船
長
）

村
上
誠
（
弁
護
士
） 

同
会
は
、
手
紙
や
電
話
、
メ
ー
ル
や
事
務
局
員
の
個
人
携
帯
へ
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
む
な
ど
、
手
段
を
問
わ
ず
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
と
の
こ
と
。 

※
連
絡
先 

弁
護
士
法
人 

む
ら
か
み 

〒
１
０
２―

０
０
７
３ 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
４-

３-

14 

市
ヶ
谷
グ
ラ
ス
ゲ
ー
ト
４
階 

Ｅ
メ
ー
ル
：senin

₋jinken@googlegroups.com

（
全
事
務
局
員
） 

seninjinken@gm
ail.com

（
事
務
局
長
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://seninjinken.jp

 

事
務
局
：
高
橋
二
朗
（
０
９
０-

６
０
０
８-

６
１
４
６
）
東
京
在
住 

柿
山
朗
（
０
９
０-

６
１
５
６-

３
２
１
７
）
愛
知
在
住 

竹
中
正
陽
（
０
９
０-

６
４
８
２-

６
５
０
３
）
千
葉
在
住 

藤
丸
徹
（
０
８
０-

６
１
２
０-

６
０
１
２
）
兵
庫
在
住 

 

 

「
船
員
の
人
権
を
守
る
会
」
設
立
総
会 

３
月
30
日
、
都
内
で
船
員
の
人
権
を
守
る
会
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
、
規

約
や
役
員
を
決
め
て
正
式
に
発
足
。
左
記
の
呼
び
か
け
文
が
現
場
の
船
員
ら

に
送
ら
れ
た
。 

mailto:seninjinken@gmail.com
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沈
没
事
故
か
ら
１
年
後
の
今
年
６

月
下
旬
に
国
交
省
の
運
輸
安
全
委
員

会
が
「
事
実
調
査
に
関
す
る
報
告
書

案
（
意
見
聴
取
会
用
）
」
（
以
下
、
報

告
書
案
）
を
発
表
し
た
。 

こ
の
報
告
書
案
に
よ
る
と
「
13
時

21
分
か
ら
５
分
間
程
度
、
自
身
の
携

帯
電
話
で
当
該
旅
客
の
親
族
と
会
話

を
し
、『
海
が
荒
れ
て
お
り
、
船
首
が

浸
水
し
て
船
が
沈
み
か
か
っ
て
い
る
。

浸
水
し
て
足
ま
で
浸
か
っ
て
い
る
。

陸
地
ま
で
１
km
ぐ
ら
い
だ
が
冷
た

過
ぎ
て
泳
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
飛

び
込
む
こ
と
も
で
き
な
い
。
救
命
胴

衣
は
全
員
着
用
し
て
い
る
』
な
ど
と

話
し
た
。
」
（
５
頁
） 

 

ま
た
、「
本
事
故
現
場
の
よ
う
な
海

面
水
温
約
４
℃
の
海
水
（
後
記 

２
・

４
・
６
）
に
人
が
入
る
と
、
10
分
以

内
に
偶
発
性
低
体
温
症
と
な
り
、
次

の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る
。
①
意
識

を
失
い
（
昏
睡
状
態
）
、
息
止
め
が
で

き
な
い
状
態
と
な
る
。
②
頭
部
（
首
） 

が
支
え
ら
れ
な
く
な
る
。
意
識
を
失

い
息
止
め
が
で
き
な
い
状
態
で
頭
部

が
下
に
な
り
顔
が
海
面
に
つ
き
、
意

識
が
な
い
状
態
で
海
水
を
飲
ん
で
し

ま
う
か
、
又
は
上
を
向
い
た
状
態
で

波
を
か
ぶ
っ
て
海
水
を
飲
ん
で
し
ま

う
。
」
（
21
頁
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
水
温
４
℃
の
海
水

に
足
ま
で
浸
水
し
た
沈
没
寸
前
の
旅

客
の
悲
痛
な
叫
び
に
対
し
て
誰
に
責

任
が
あ
る
の
か
。 

一
、
沈
没
の
直
接
原
因 

こ
の
沈
没
の
責
任
は
船
長
に
あ
る

の
か
、
知
床
遊
覧
船
会
社
の
社
長
（
運

航
管
理
者
）
に
あ
る
の
か
、
３
日
前

の
杜
撰
で
違
法
な
検
査
を
実
施
し
た

小
型
船
舶
検
査
機
構
（
以
下
、
Ｊ
Ｃ

Ｉ
）
を
管
轄
す
る
国
に
あ
る
の
か
、

今
、
問
わ
れ
て
い
る
。 

確
か
に
出
航
基
準
を
超
え
て
本
船

を
出
航
さ
せ
た
船
長
は
非
難
に
値
す

る
。
こ
れ
に
弁
解
の
余
地
は
な
い
。 

ま
た
、
安
全
統
括
管
理
者
及
び
運

航
管
理
者
と
し
て
虚
偽
の
申
請
で
運

航
許
可
を
得
て
、
事
故
当
日
は
法
に

違
反
し
て
在
社
せ
ず
、
安
全
に
関
し

杜
撰
で
あ
っ
た
社
長
に
責
任
が
あ
る

こ
と
は
異
論
の
余
地
は
な
い
。 

し
か
し
、
船
長
や
運
航
管
理
者
の

社
長
が
法
に
違
反
し
て
沈
没
に
関
与

は
し
て
い
る
が
、
沈
没
の
直
接
原
因

で
は
な
か
っ
た
。 

本
船
は
航
海
中
の
気
象
・
海
象
の

予
想
基
準
（
風
速
８
ｍ
で
波
高
１
ｍ
）

を
無
視
し
て
出
港
し
、
実
際
に
基
準

を
超
え
た
状
態
で
航
行
し
た
が
、
沈

没
の
直
接
原
因
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、

報
告
書
案
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

沈
没
発
生
時
の
直
近
の
原
因
は
ハ

ッ
チ
蓋
の
水
密
性
の
不
良
、
つ
ま
り

航
行
中
の
船
舶
と
し
て
決
定
的
に
重

要
な
堪
航
性
の
欠
如
に
よ
る
こ
と
が

報
告
書
案
の
記
載
内
容
か
ら
明
確
に

な
っ
た
。 

そ
し
て
、
ハ
ッ
チ
蓋
の
水
密
性
の

不
良
（
つ
ま
り
堪
航
性
の
欠
如
）
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ッ
チ

蓋
を
良
好
と
し
、
中
間
検
査
を
合
格

さ
せ
た
の
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ
で
あ
っ
た
。 

な
お
、
本
船
は
沿
岸
小
型
船
な
の

で
水
密
隔
壁
の
設
置
の
法
的
義
務
が

な
か
っ
た
現
状
か
ら
、
船
首
甲
板
上

の
ハ
ッ
チ
蓋
の
水
密
性
の
重
要
性
は

更
に
高
か
っ
た
。 

 二
、
ハ
ッ
チ
蓋
の
作
動
状
況 

① 

正
常
な
ハ
ッ
チ
蓋
の
動
き 

ハ
ッ
チ
蓋
は
船
首
部
の
甲
板
上
に

あ
る
。 

           

ハ
ッ
チ
蓋
外
側
の
四
隅
の
ク
リ
ッ

プ
・
ハ
ン
ド
ル
（
取
っ
手 

締
付
装

置
）
と
船
倉
内
の
ハ
ッ
チ
蓋
内
側
の

ク
リ
ッ
プ
の
ツ
メ
と
ハ
ン
ド
ル
は
同

じ
方
向
に
取
り
付
け
ら
れ
、
ハ
ッ
チ

蓋
の
外
側
と
内
側
で
連
動
し
一
体
と

な
っ
て
同
じ
方
向
に
動
く
。 

ま
た
、
ハ
ッ
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
内
側

の
四
隅
に
、
ク
リ
ッ
プ
の
ツ
メ
を
受

け
る
た
め
の
プ
レ
ー
ト
片
の
ク
リ
ッ 

知
床
遊
覧
船
沈
没
事
故
、
行
政
の
責
任
３ 

運
輸
安
全
委
員
会
の
報
告
書
案
か
ら
分
か
っ
た
こ
と 

高
橋
二
朗(

元
船
長
、
海
事
補
佐
人) 

 

甲
板
上
か
ら
見
た
ハ
ッ
チ
蓋(

報
告
書
案) 
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プ
止
め
部
が
溶
接
さ
れ
て
い
る
。 

船
倉
内
の
ハ
ッ
チ
蓋
の
内
側
は
、

ハ
ッ
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
四
隅
の
ク
リ
ッ

プ
止
め
部
の
浅
い
側
に
軽
く
引
っ
か

か
っ
た
ク
リ
ッ
プ
の
ツ
メ
が
、
そ
の

後
約
90
度
回
転
し
て
、
深
い
側
の
ク

リ
ッ
プ
止
め
部
の
位
置
ま
で
移
動
す

る
。
こ
う
し
て
ハ
ッ
チ
蓋
は
確
実
に

閉
ま
っ
た
状
態
と
な
り
水
密
性
が
確

保
さ
れ
る
。 

こ
の
ハ
ッ
チ
蓋
の
内
側
の
ク
リ
ッ

プ
の
ツ
メ
の
90
度
回
転
は
、
甲
板
上

の
ハ
ッ
チ
蓋
の
外
側
か
ら
ク
リ
ッ

プ
・
ハ
ン
ド
ル
を
素
手
で
回
転
さ
せ

て
実
施
す
る
。 

そ
の
際
に
素
手
に
大
き
な
力
が
か

か
り
、
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
る
が
、 

外
観
検
査
で
は
全
く
分
か
ら
な
い
。 

な
お
、
ハ
ッ
チ
は
舫
ロ
ー
プ
等
が

格
納
さ
れ
て
始
終
人
が
出
入
り
す
る

が
、
一
方
，
航
海
中
の
ハ
ッ
チ
蓋
の

閉
鎖
時
は
海
水
を
一
切
侵
入
さ
せ
な

い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。 

② 

実
際
に
閉
ま
ら
な
い
ハ
ッ
チ
蓋 

 

報
告
書
案
に
よ
る
と
、「
ク
リ
ッ
プ

止
め
部
の
取
付
位
置
に
は
左
右
で
差

が
あ
り
、
右
舷
船
首
側
及
び
左
舷
船

尾
側
の
２
か
所
で
は
、
ク
リ
ッ
プ
止

め
部
の
前
後
方
向
の
長
さ
が
短
い
た

め
、
ハ
ン
ド
ル
を
真
横
（
「
閉
」
位
置
）

に
向
け
る
と
、
ク
リ
ッ
プ
の 

ツ
メ
が

ク
リ
ッ
プ
止
め
部
に
掛
か
ら
な
い
状

態
で
あ
っ
た
。
」
（
63
頁
） 

こ
の
よ
う
に
ハ
ッ
チ
蓋
の
内
側
で

ク
リ
ッ
プ
の
ツ
メ
が
ク
リ
ッ
プ
止
め

部
に
掛
か
ら
な
い
状
態
は
外
観
検
査

で
は
分
か
ら
な
い
。 

三
、
ハ
ッ
チ
蓋
の
検
査
方
法 

① 

開
閉
試
験
を
す
べ
き 

 

報
告
書
案
に
は
、
「
沈
没
前
年
の

定
期
検
査
と
沈
没
３
日
前
の
中
間

検
査
時
に
ハ
ッ
チ
蓋
の
改
造
が
な

か
っ
た
こ
と
を
検
査
員
が
確
認
し

た
。
そ
の
際
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
細
則
に
基
づ

い
て
ハ
ッ
チ
蓋
の
外
観
の
現
状
が

良
好
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
閉
試

験
を
省
略
し
た
」
旨
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
（
90
頁
） 

し
か
し
、
定
期
検
査
と
中
間
検
査 

時
に
ハ
ッ
チ
蓋
の
改
造
が
無
か
っ

た
事
実
と
ハ
ッ
チ
蓋
の
作
動
状
態

の
良
否
と
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
。 

 

報
告
書
案
に
は
、
「
経
年
変
化
に

よ
り
部
品
の
損
耗
等
が
生
じ
る
と
、

振
動
な
ど
に
よ
り
ク
リ
ッ
プ
が
回

っ
て
ツ
メ
が
ク
リ
ッ
プ
止
め
部
か
ら

外
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
（
64
頁
） 

従
っ
て
、
ハ
ッ
チ
蓋
内
側
の
作
動

状
況
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
外
観
検

査
で
は
な
く
、
開
閉
試
験
を
実
施
す

べ
き
で
あ
っ
た
。 

② 

外
観
検
査
す
ら
実
施
な
し
か 

報
告
書
案
に
は
次
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。「
同
ハ
ッ
チ
蓋
は
、
本

来
、
閉
鎖
す
る
と
ハ
ッ
チ
コ
ー
ミ
ン

グ
下
端
ま
で
覆
い
か
ぶ
さ
る
形
状
で

あ
る
が
、
本
事
故
前
の
救
命
訓
練
の

際
に
は
、
同
ハ
ッ
チ
蓋
が
ハ
ッ
チ
コ

ー
ミ
ン
グ
下
端
か
ら
約
３
cm
浮
い

て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
」
（
62
頁
） 

こ
の
よ
う
に
外
観
検
査
の
翌
日

（
沈
没
の
２
日
前
）
の
救
命
訓
練
の

際
に
は
、
既
に
ハ
ッ
チ
蓋
が
ハ
ッ
チ

コ
ー
ミ
ン
グ
下
端
か
ら
約
３
cm
も

浮
い
て
い
た
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
検
査
員
が
外
観
検
査
す
ら

実
施
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。 

四
、
沈
没
事
故
の
防
止 

 

小
型
船
舶
の
運
航
の
安
全
は
、
Ｊ

Ｃ
Ｉ
の
定
期
や
中
間
検
査
が
適
切
に

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
前
提
に

現
場
の
船
長
や
運
航
管
理
者
が
法
を

遵
守
し
て
確
保
さ
れ
る
。 

こ
の
中
間
検
査
で
船
首
甲
板
上
の

ハ
ッ
チ
蓋
の
作
動
不
良
に
よ
り
水
密

性
が
確
保
さ
れ
ず
堪
航
性
が
な
い
こ

と
が
判
明
し
て
い
た
な
ら
ば
、
検
査

員
は
中
間
検
査
を
合
格
さ
せ
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。 

そ
の
場
合
、
ハ
ッ
チ
蓋
の
修
理
が

終
了
し
再
検
査
完
了
ま
で
運
航
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
沈
没
事
故
は
発
生

し
な
か
っ
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
船
長
や
運
航
管

理
者
の
社
長
は
沈
没
に
関
与
し
て
い

る
が
、
沈
没
事
故
の
直
接
の
責
任
は
、

ハ
ッ
チ
蓋
の
作
動
不
良
の
ま
ま
検
査

を
合
格
さ
せ
た
Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
あ
る
。 

（
了
） 

船
倉
内
か
ら
見
た
ハ
ッ
チ
蓋(

報
告
書
案) 
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１
．
乗
客
家
族
会
が
共
同
声
明 

昨
年
４
月
23
日
の
知
床
遊
覧
船

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ 

Ⅰ
の
事
故
か
ら
１
年
。
乗

客
家
族
会
が
共
同
声
明
を
出
し
、
札

幌
で
弁
護
団
と
共
に
記
者
会
見
し
た

（
家
族
20
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）
。 

家
族
は
桂
田
社
長
に
直
接
の
謝
罪

と
説
明
を
要
求
し
、「
従
業
員
や
国
に

責
任
を
押
し
つ
け
て
い
る
」
と
非
難
。

国
や
Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
も
「
会
社
と
同
等
の

責
任
が
あ
る
」「
検
査
を
し
っ
か
り
や

っ
て
く
れ
さ
え
す
れ
ば
皆
の
命
は
助

か
っ
て
生
き
て
い
た
と
思
う
と
憤
り

を
感
じ
る
」
等
と
述
べ
た
。 

声
明
全
文
は
次
の
通
り
。 

知
床
観
光
船
事
件
の
発
生
か
ら
１
年

を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
共
同
声
明 

〈
１
〉
桂
田
精
一
氏
に
対
す
る
こ
と 

既
に
報
道
等
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

と
お
り
、
知
床
遊
覧
船
の
代
表
者
で
あ
る
桂

田
精
一
氏
（
以
下
「
桂
田
氏
」
と
い
い
ま
す
。
）

は
、
法
律
上
の
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
知
床
遊
覧
船
の
安
全
統

括
管
理
者
、
運
航
管
理
者
に
就
任
し
ま
し
た
。 

経
験
豊
富
な
船
長
や
ス
タ
ッ
フ
を
解
雇

し
て
し
ま
い
、
豊
田
船
長
も
知
床
海
域
で
の

操
船
の
経
験
が
十
分
で
な
い
状
況
下
で
は
、

知
床
遊
覧
船
に
と
っ
て
、
経
営
ト
ッ
プ
、
安

全
統
括
管
理
者
、
運
航
管
理
者
こ
そ
が
安
全

対
策
の
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

桂
田
氏
は
、
こ
の
３
つ
の
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
兼
務
し
て
い
な
が
ら
、
必
要
な
人
材
の

確
保
も
せ
ず
、
自
身
の
立
場
の
重
要
性
も
何

ら
理
解
し
な
い
ま
ま
、
当
日
も
事
務
所
を
不

在
に
し
、
遊
覧
船
の
運
航
を
ス
タ
ッ
フ
に
任

せ
き
り
に
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
と
し
て
、
知
床
遊
覧
船
は
、
ハ

ッ
チ
等
の
安
全
設
備
を
含
む
船
体
の
整
備

や
危
機
管
理
体
制
の
確
立
、
自
社
が
定
め
た

運
航
基
準
の
遵
守
と
い
っ
た
ご
く
基
本
的

な
安
全
対
策
も
怠
っ
た
ま
ま
、
船
を
出
航
さ

せ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
桂
田
氏
の
姿
勢
は
、
儲
け
を

優
先
す
る
あ
ま
り
に
必
要
な
安
全
対
策
を

な
お
ざ
り
に
し
た
も
の
と
し
か
言
え
ず
、
当

然
許
す
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
今
に
な
っ
て
私
た
ち
家
族
が
何
よ

り
も
許
せ
な
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
２

つ
あ
り
ま
す
。 

１
つ
目
は
、
桂
田
氏
が
自
ら
経
験
の
浅
い

船
長
を
雇
う
な
ど
し
て
お
き
な
が
ら
、
自
身

の
責
任
を
棚
上
げ
に
し
て
、
豊
田
船
長
を
は

じ
め
と
す
る
会
社
の
従
業
員
の
方
や
、
国
に

責
任
を
押
し
付
け
る
よ
う
な
態
度
に
終
始

し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

先
日
、
桂
田
氏
が
、
事
故
当
日
事
務
所
に

い
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
運
航
管
理
補

助
者
は
事
務
所
に
い
た
か
ら
だ
と
の
説
明

を
し
た
と
の
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
た
ち
が
以
前
に
桂
田
氏
か
ら
文
書
で

受
け
た
説
明
で
は
、
当
日
は
事
務
所
に
運
航

管
理
補
助
者
は
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
今
に
な
っ
て
こ
の
よ
う
に
話
が
す
り

替
わ
っ
て
し
ま
う
の
も
、
桂
田
氏
が
他
の
従

業
員
の
方
に
責
任
を
押
し
付
け
よ
う
と
し

て
い
る
か
ら
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
桂
田
氏
が
、
水
密
隔
壁
に
関
す
る

国
の
規
制
の
甘
さ
が
事
故
の
原
因
だ
と
述

べ
た
り
、
引
き
返
さ
な
か
っ
た
船
長
の
判
断

を
疑
問
視
す
る
発
言
を
し
た
と
の
記
事
も

目
に
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
責
任
逃
れ
の
姿
勢
か
ら
、
桂

田
氏
は
、
事
件
か
ら
１
年
を
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
今
に
な
っ
て
も
、
自
身
の
立
場
の

重
要
性
や
責
任
を
理
解
し
て
い
な
い
と
し

か
思
え
ま
せ
ん
。 

２
つ
目
は
、
桂
田
氏
が
私
た
ち
家
族
や
社

会
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
そ
う
と
し

な
い
こ
と
で
す
。
桂
田
氏
は
、
事
故
直
後
に

一
度
会
見
を
開
い
た
だ
け
で
、
事
故
に
つ
い

て
の
説
明
も
、
自
身
の
責
任
に
つ
い
て
の
説

明
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
報
道
の

中
で
、
事
故
の
原
因
が
わ
か
っ
た
ら
会
見
を

す
る
と
い
う
発
言
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
桂
田
氏
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
逃
げ
回

る
ば
か
り
で
し
た
し
、
最
近
受
け
た
取
材
の

記
事
を
見
て
も
、
自
身
に
都
合
の
良
い
内
容

の
短
い
受
け
答
え
を
す
る
だ
け
で
す
。
私
た

ち
家
族
に
対
す
る
説
明
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
家
族
の
中
に
は
、
事
故
後
、
偶
然
、

桂
田
氏
に
遭
遇
し
た
と
き
に
、
桂
田
氏
と
目

も
あ
っ
た
の
に
桂
田
氏
は
早
足
で
逃
げ
去

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験
を
し
た
家
族

も
い
ま
す
。
こ
う
し
た
態
度
等
か
ら
、
桂
田

氏
は
事
故
当
時
も
今
も
私
た
ち
家
族
に
対

す
る
謝
罪
の
気
持
ち
が
な
い
の
で
は
な
い

か
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

国
や
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
（
以
下

「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
」
と
い
い
ま
す
。
）
は
、
説
明
内

容
が
十
分
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、

私
た
ち
家
族
に
対
す
る
説
明
会
を
継
続
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
の
事

件
を
起
こ
し
た
当
事
者
で
あ
る
知
床
遊
覧

船
の
社
長
で
あ
る
桂
田
氏
自
身
は
、
私
た
ち

に
対
す
る
説
明
を
し
な
い
ま
ま
逃
げ
続
け

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
桂
田
氏
の
無
責
任
な
姿
勢

は
、
船
に
乗
っ
て
い
た
被
害
者
た
ち
を
侮
辱

す
る
も
の
で
、
現
在
に
至
る
ま
で
ま
っ
た
く

誠
意
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
に

な
っ
て
も
私
た
ち
の
心
を
二
重
、
三
重
に
傷

つ
け
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

〈
２
〉
国
土
交
通
省
と
Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
対
す

る
こ
と 

運
輸
安
全
委
員
会
の
経
過
報
告
書
に
よ

る
と
、
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
ハ
ッ
チ

の
蓋
が
し
っ
か
り
と
閉
ま
ら
な
い
状
態
で

知
床
遊
覧
船
沈
没
事
故
、
１
年
後
の
状
況 
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あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
か
ら
海
水
が
入
り
込
み
、

最
終
的
に
沈
没
に
至
っ
た
と
の
見
解
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
し
て
も
、
ハ
ッ
チ

の
水
密
性
の
検
査
は
、
船
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な
も
の
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
国
交
省

か
ら
受
け
た
説
明
で
は
、
20
ト
ン
以
上
の

船
に
つ
い
て
国
が
検
査
を
す
る
場
合
で
も
、

小
型
船
に
つ
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｉ
が
検
査
す
る
場

合
で
も
、
２
回
目
以
降
の
定
期
検
査
や
中
間

検
査
で
は
、
ハ
ッ
チ
の
検
査
に
つ
い
て
は
外

観
の
確
認
に
よ
る
検
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
こ
の
「
外
観
検
査
」
の
定
義
が
国

と
Ｊ
Ｃ
Ｉ
と
で
は
異
な
っ
て
い
て
、
国
の
検

査
で
は
ハ
ッ
チ
カ
バ
ー
の
ク
リ
ッ
プ
の
動

作
確
認
も
外
観
検
査
の
中
に
含
ま
れ
て
い

た
の
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
検
査
で
は
ク
リ

ッ
プ
の
動
作
確
認
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ハ

ッ
チ
カ
バ
ー
に
亀
裂
や
腐
食
が
な
い
か
だ

け
を
目
視
の
み
で
検
査
し
て
い
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。 

水
密
隔
壁
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
な
い
小
型
船
に
と
っ
て
、
船
内
に
海
水
が

流
入
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
ハ
ッ
チ

の
水
密
性
の
確
保
は
、
船
の
安
全
性
を
確
保

す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
設
備
だ
っ
た
は

ず
で
す
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
安
全
設
備
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
が
十
分
な
検
査
を
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
、
国
も
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
検
査
方
法

が
国
の
検
査
方
法
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
か
な
い
ま
ま
放
置
し
続
け
て
い

た
こ
と
は
と
て
も
大
き
な
問
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
ハ
ッ
チ
と
い
う
船
の
重
要
な

安
全
設
備
の
整
備
を
怠
っ
た
知
床
遊
覧
船

の
管
理
体
制
も
も
ち
ろ
ん
大
問
題
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
杜
撰
な
管
理
体
制

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ
た
Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
も
、

杜
撰
な
検
査
体
制
を
是
正
で
き
な
か
っ
た

国
に
も
、
同
等
の
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ハ
ッ
チ
の
問
題
を
含
め
て
、
国
や
Ｊ
Ｃ
Ｉ

が
知
床
遊
覧
船
に
対
す
る
監
査
や
検
査
を

通
じ
て
、
杜
撰
な
安
全
管
理
体
制
を
是
正
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
回
の

事
件
を
招
い
た
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
認

識
で
す
。
国
や
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
杜
撰
な
監
査
・
検

査
に
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
改
め

て
社
会
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

〈
３
〉
海
上
保
安
庁
に
対
す
る
こ
と 

事
故
当
日
、
荒
天
の
中
で
救
助
に
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
事
故
か
ら
１
年
が
経

と
う
と
し
て
い
る
今
も
捜
索
を
続
け
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
現
場
の
職
員
の
皆
様
に
は

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
事
故
当
日
の
初
動
に
つ
い
て
、
組

織
と
し
て
の
判
断
が
本
当
に
正
し
か
っ
た

の
か
、
乗
客
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
強
い
疑
問
を
抱

い
て
い
ま
す
。 

運
輸
安
全
委
員
会
の
経
過
報
告
書
に
よ

る
と
、
事
故
当
日
、
一
番
最
初
に
現
場
海
域

に
海
上
保
安
庁
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
到
着

し
た
の
は
午
後
４
時
30
分
こ
ろ
で
す
。
海

上
保
安
庁
の
巡
視
船
が
現
場
海
域
に
到
着

し
た
の
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
よ
り
１
時
間
以

上
も
遅
れ
た
午
後
５
時
55
分
こ
ろ
で
す
。

北
海
道
警
察
の
航
空
機
が
現
場
海
域
に
到

着
し
た
の
も
、
午
後
４
時
15
分
こ
ろ
で
す
。

海
上
保
安
庁
に
は
午
後
１
時
13
分
こ
ろ
に

は
船
が
沈
み
そ
う
だ
と
の
通
報
が
入
っ
て

い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
最
初
の
通
報
を
受
け

て
か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
３
時
間
以

上
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

事
故
当
日
の
海
面
の
水
温
は
約
４
度
で
、

水
温
４
度
の
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
人
は
15

分
～
30
分
程
度
で
意
識
不
明
に
な
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
荒
れ
た
海
で
意
識
不
明
に
な

っ
て
し
ま
え
ば
、
助
か
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ

ん
。
当
時
、
私
た
ち
の
大
切
な
家
族
が
、
一

刻
を
争
う
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
こ
と
は
素
人
で
あ
る
私
た
ち
が

指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
海
難
の
プ
ロ
で
あ

る
海
上
保
安
庁
の
職
員
は
わ
か
っ
て
い
た

は
ず
で
す
。 

海
上
保
安
庁
も
北
海
道
警
察
も
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
状
況
で
、

荒
天
の
た
め
に
地
元
の
漁
師
さ
ん
ら
も
出

航
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

唯
一
の
望
み
は
自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣
要

請
し
か
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
海

上
保
安
庁
が
正
式
に
自
衛
隊
に
災
害
派
遣

要
請
を
し
た
の
は
、
最
初
の
通
報
か
ら
６
時

間
以
上
経
過
し
た
午
後
７
時
40
分
で
す
。

自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣
要
請
が
こ
こ
ま
で

遅
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
海
上
保
安
庁
か
ら

は
、
現
場
の
状
況
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、

災
害
派
遣
要
請
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
確
認
す
る
た
め
に
ま
ず
海
上
保
安
庁
に

お
い
て
、
現
場
の
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
の
説
明
を
受
け
て
い
ま

す
。 し

か
し
、
水
温
４
度
の
海
で
船
が
沈
み
そ

う
だ
と
の
通
報
を
受
け
て
い
る
の
に
、
３
時

間
以
上
か
け
て
現
場
の
状
況
を
確
認
し
て

か
ら
で
な
け
れ
ば
、
自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣

要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
と
い

う
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
の
命
が

か
か
っ
て
い
る
以
上
、
自
力
で
短
時
間
の
う

ち
に
現
場
に
到
着
す
る
こ
と
が
不
可
能
と

判
断
し
た
の
な
ら
ば
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く

自
衛
隊
に
災
害
派
遣
を
要
請
す
べ
き
で
す
。

災
害
派
遣
要
請
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
否
か
を
現
場
の
状
況
を
見
て
確
認
す
る

と
か
、
規
則
や
手
続
に
拘
っ
た
り
、
縛
ら
れ

た
り
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
る
場
合

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
考
え
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
海
上
保
安
庁
の
説

明
に
到
底
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

海
上
保
安
庁
が
直
ち
に
自
衛
隊
に
災
害

派
遣
要
請
を
し
て
れ
ば
結
果
が
変
わ
っ
て

い
た
の
か
、
私
た
ち
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
「
海
上
保
安
庁
が
通
報
の
時
点
で
把

握
で
き
て
い
た
情
報
を
踏
ま
え
て
、
最
善
の

判
断
を
し
た
と
言
え
る
の
か
？
」
と
い
う
こ

と
に
関
し
て
言
え
ば
、
私
た
ち
の
答
え
は

「
Ｎ
Ｏ
」
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
な
か

な
か
納
得
の
い
く
説
明
を
い
た
だ
け
ず
、
や
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り
き
れ
な
い
思
い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の

が
私
た
ち
の
現
状
で
す
。 

今
後
、
新
た
な
被
害
を
生
み
出
さ
な
い
た

め
に
も
、
海
上
保
安
庁
の
皆
さ
ん
に
は
事
故

直
後
の
初
動
の
対
応
が
正
し
か
っ
た
の
か

を
今
一
度
検
証
し
て
い
た
だ
き
、
警
察
や
自

衛
隊
な
ど
の
関
係
機
関
と
も
協
議
の
上
、
改

め
る
べ
き
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

〈
４
〉
最
後
に 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
捜
索
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
漁
協
の
皆
様
や
同
業
他
社
の
皆

様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

２
．
甲
板
員
遺
族
が
提
訴 

今
年
３
月
、
死
亡
し
た
甲
板
員
曽

山
聖
さ
ん
（
当
時
27
歳
）
の
両
親
が
、

運
航
会
社
「
知
床
遊
覧
船
」
と
桂
田

社
長
に
対
し
、
約
１
億
１
９
０
０
万

円
の
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
東

京
地
裁
に
起
こ
し
た
。 

「
安
全
第
一
で
出
航
の
可
否
を
判

断
す
る
な
ど
、
船
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
の
安
全
配
慮
義
務
に
違
反

し
た
」
、
「
社
長
は
運
航
管
理
者
に
必

要
な
３
年
以
上
の
実
務
経
験
が
な
い

の
に
、
あ
る
と
偽
っ
て
届
け
出
て
お

り
、
重
過
失
と
い
う
よ
り
故
意
に
近

い
」
と
の
訴
え
に
対
し
、
会
社
側
は

５
月
26
日
付
で
請
求
棄
却
を
求
め

る
答
弁
書
を
提
出
し
た
。 

曽
山
さ
ん
は
事
故
の
直
前
の
４
月

７
日
に
入
社
し
た
ば
か
り
で
、
事
故

当
日
が
初
め
て
の
出
航
だ
っ
た
。 

３
．
運
輸
安
全
委
員
会
が
聴
取
会 

運
輸
安
全
委
が
７
月
26
日
、
有
識

者
や
乗
客
家
族
の
意
見
聴
取
会
を
開

い
た
。
こ
れ
ま
で
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機

や
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
事
故
な
ど
８
件
で

開
か
れ
た
が
船
の
事
故
は
初
め
て
。 

東
京
大
学
中
尾
政
之
教
授
は
「
組

織
的
原
因
は
社
長
に
あ
り
人
災
に
近

い
」
と
す
る
一
方
「
国
の
検
査
も
馴

れ
合
い
だ
っ
た
」
と
指
摘
。
東
京
海

洋
大
矢
吹
英
雄
名
誉
教
授
は
小
型
旅

客
船
の
船
長
の
資
格
要
件
の
厳
格
化

を
提
唱
。
他
に
船
の
事
故
に
詳
し
い

田
川
俊
一
弁
護
士
ら
が
公
述
し
た
。 

乗
客
家
族
は
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
検
査
や

北
海
道
運
輸
局
の
監
査
が
不
十
分
だ

っ
た
」「
運
航
を
許
可
す
べ
き
で
な
か

っ
た
」「
な
ぜ
船
長
は
『
や
め
ま
す
』

と
言
え
な
か
っ
た
の
か
。
パ
ワ
ハ
ラ

環
境
で
は
な
か
っ
た
か
調
査
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。 

（
編
集
部
） 

編 

集 

後 

記 

○
地
位(

権
力)

、
金
、
女
で
身
を
滅
ぼ
す
。
構
図
は
単
純
だ
が
、
こ
れ
で
済
ま
せ
ら

れ
な
い
。
親
会
社
の
社
長
が
子
会
社
社
長
を
兼
ね
、
子
会
社
で
横
領
。
親
会
社
は
、

無
関
係
だ
と
言
い
切
る
。
言
語
道
断
だ
。
労
働
組
合
の
責
務
を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
、

末
期
ガ
ン
で
あ
り
、
退
場
し
か
な
い
。（
Ｌ
） 

○
海
員
組
合
の
組
合
長
に
よ
る
６
億
円
の
着
服
に
当
時
の
組
合
役
員
が
気
付
か
な
か

っ
た
と
は
思
え
な
い
。
新
た
な
役
員
体
制
の
下
、
非
居
住
特
別
組
合
員
の
権
利
拡

大
を
含
め
、
抜
本
的
な
改
革
が
為
さ
れ
な
い
限
り
、
産
別
単
一
組
合
と
し
て
の
将

来
は
な
い
。
現
場
組
合
員
の
奮
起
に
期
待
し
た
い
。（
Ｙ
） 

○
慣
れ
合
い
の
検
査
に
よ
る
知
床
遊
覧
船
沈
没
事
故
、
お
よ
び
、
物
言
わ
ぬ
非
居
住

特
別
組
合
員
の
基
金
の
着
服
は
、
ど
ち
ら
も
批
判
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
緊
張
感

を
欠
い
た
構
造
の
な
か
で
発
生
し
た
。（
Ｊ
） 

○
「
馬
鹿
に
は
さ
れ
る
が
真
実
を
語
る
も
の
が
も
っ
と
多
く
な
る
と
い
い
」。
岐
阜
・

中
津
川
に
あ
る
船
員
出
身
の
作
家
、
葉
山
嘉
樹
の
シ
ン
プ
ル
な
碑
文
だ
。
今
回
の

組
合
の
醜
態
に
つ
い
て
臆
せ
ず
声
を
挙
げ
る
執
行
部
員
の
登
場
を
待
つ
。（
Ｉ
） 

○
違
法
行
為
を
行
っ
た
社
員
を
告
訴
す
る
と
大
見
得
を
切
っ
た
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
社

長
。
自
分
に
も
責
任
あ
る
と
す
ぐ
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
。
身
に
や
ま
し
い
所
が
あ
る
か

ら
か
？
そ
れ
で
も
責
任
を
認
め
る
だ
け
何
処
ぞ
の
組
織
よ
り
マ
シ
か
。
記
者
会
見

ナ
シ
、
第
三
者
委
員
会
の
設
置
ナ
シ
、
内
部
告
発
ナ
シ
の
組
織
の
行
く
末
は
？
（
Ｔ
） 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

羅
針
盤 

第
40
号 

 

２
０
２
３
年
８
月
１
日
発
行 

発
行
責
任
者:

 

羅
針
盤
を
発
行
す
る
会 

竹
中
正
陽
（
た
け
な
か
ま
さ
は
る
） 

連
絡
先

住
所:

 

千
葉
県
市
川
市
国
府
台
１
の
９
の
42 

竹
中
方 

〒
２
７
２-

０
８
２
７
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
７･

３
７
５･

０
７
８
９ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス: rashinban7@

gm
ail.com

  
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

： http://seam
en.boy.jp

 
郵
貯
振
替
口
座  : 

０
０
１
３
０-

６-

３
２
２
２
５
９ 

郵
貯
口
座 

 
 

：
店
番
０
５
８-

普
通
５
０
９
１
９
１
９ 

◇
会
費:

年
３
０
０
０
円(

本
誌
郵
送
含
む)

。
本
誌
の
郵
送
の
み
希
望
さ
れ
る
方
は

１
回
に
つ
き
実
費
と
し
て
カ
ン
パ
５
０
０
円(

切
手
可)

を
お
願
い
し
ま
す
。 
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